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【表紙の写真】

１：SQUID型磁化測定装置

２：電子プローブマイクロアナライザ（EPMA）

３：X線光電子分光（XPS）

４：熱分析装置（TG-DTA、DSC）
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１．巻頭言

巻頭言
機器センター長　横山 利彦

「機器センターたより」第 15 号をお届けしま
す。私が機器センター長を拝命してから 6年目
に入りました。COVID-19 に伴う規制は解消さ
れ共同利用も通常に戻っていますが、海外情勢
によるHe入手困難と電気代の高騰による節電
要請の状況は続いています。皆様には大変ご不
便おかけしますが、これまで以上になにとぞよ
ろしくお願いいたします。
機器センターは、i） 所内外研究者の研究遂行

上で不可欠な共通基盤的機器の整備、特色のあ
る先端機器の高度化あるいは汎用化の推進、ii） 
全国の共同利用研究推進のための各種共同利用
事業の代表機関としての事業運営の 2つの大き
なミッションを基軸として業務を展開しています。
ii）では、マテリアル先端リサーチインフラ事業（令
和3～12年度、略称ARIM）の重要技術領域「マ
テリアル高度循環のための技術」スポーク機関お
よび横断技術領域「物質・材料合成プロセス」責
任機関を務めています。また、大学連携研究設備
ネットワーク（設備NW）事業の主体機関・事務
局ならびに機構本部が主導する研究大学コンソー
シアム（RUC）の分子研対応部課としての業務を
担っています。令和4年度の共同利用実績は、所
外 226 件 2902日（民間有償利用含む）、所内109
件 2452日（件数は機器ごとに数えた数値）に上り、
量的に十分な業務が展開できたと考えています。
令和 4 年度には、新規設備として、超伝
導量子干渉磁束計 SQUID （Quantum Design 
MPMS3，ARIM令和 3 年度補正予算）が導入
され、既存 SQUID に比べて測定に要する時間
が格段に早くなりました。この機器はアンケー
ト等を通した皆様からの貴重なご意見から判断
して導入を決定したもので、今後とも活発なご
意見を賜りたくよろしくお願いいたします。ま
た、昨年突然クエンチした山手キャンパスの

溶液核磁気共鳴（600 MHz NMR, JEOL JNM-
ECA600）はオーバーホールが完了し共同利用
が再開されました。一方、有機微量元素分析は
部屋の空調機の重故障のためまだシャットダウ
ン中で長期のご迷惑申し訳ありません。
令和 5 年度に新規に導入予定の主な機器
は、低温単結晶 X 線回折（リガク XtaLAB 
Synergy-DW/N，ARIM令和 4 年度補正）、有
機自動合成システム（コールパーマー リアク
ションステーション Integrity10，ARIM 令
和 4 年度補正）、600MHz NMR（JEOL JNM-
ECZL600G，所長裁量経費）、名工大から譲渡さ
れた電子プローブマイクロアナライザー（JEOL 
JXA-8230）などです。立ち上げ完了次第、順
次共同利用に供してまいります。
機器センターでは、外部の先生方を半数以上
含めた運営委員会を設けていますが、運営委員
の先生方の現実的な業務としては数多くの機器
センター共同利用申請書の審査をお願いし、大
変なご尽力をいただいています。外部の運営委
員の先生方に厚くお礼申し上げますとともに、
今後ともよろしくお願い申し上げます。
令和 3 年度から始動した文科省ARIMプロ
グラムでは、機器共用だけでなく、利用者の皆
さんが測定されたデータを我が国の共有財産と
して登録し、データサイエンスに有効活用され
ることになっています。利用者の方が観測した
データを提供するという義務化はまだまだ戸惑
うところが多いと察しますが、わが国のマテリ
アルDX展開への貢献ということでご理解をお
願いしているところです。引き続き共同利用を
通じて我が国の科学技術の活性化に資すべく精
進してまいりたいと思いますので、利用者の皆
様にはご協力と質の高い成果を上げていただき
たく、よろしくお願い致します。
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２．構成員

構成員
2023年 6月1日現在

機器センター長（併任）

横山　利彦 物質分子科学研究領域　教授 明大寺 研究棟 308

チームリーダー

鈴木　敏泰 合成チーム（山手地区） 山　手 4号館 502

中村　敏和 分析チーム（明大寺地区） 明大寺 C　棟 202

主任研究員

湊　　丈俊 走査プローブ顕微鏡（SPM）、XPS 明大寺 C　棟 103

マネージャー

石山　　修
大学連携研究設備ネットワーク、
マテリアル先端リサーチインフラ

明大寺 研究棟 320

中本　圭一
大学連携研究設備ネットワーク、
マテリアル先端リサーチインフラ

明大寺 研究棟 321

賀来　美恵
大学連携研究設備ネットワーク、
マテリアル先端リサーチインフラ

明大寺 研究棟 321

太田　康仁
大学連携研究設備ネットワーク、
マテリアル先端リサーチインフラ

明大寺 研究棟 321

技術職

ユニット長
（併任）

繁政　英治 技術推進部長、事務取扱 明大寺 研究棟 101

主任技師 高山　敬史 寒剤（明大寺地区）、希釈冷凍機 明大寺 A　棟 104

主任技術員 藤原　基靖 ESR、SQUID、X線回折等 明大寺 C　棟 203

主任技術員 上田　　正
SPM、レーザー、分光光度計、
小型貸出機器等

明大寺 C　棟 203

主任技術員 浅田　瑞枝 寒剤（明大寺地区）、ESR 明大寺 A　棟 104

技術員 岡野　芳則
微結晶用Ｘ線回折、
大学連携研究設備ネットワーク

明大寺 C　棟 203
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２．構成員

技術員 賣市　幹大
寒剤（山手地区）、顕微ラマン、FT遠赤外、
質量分析、円二色性分散計等

山　手 4号館 204

技術員 宮島　瑞樹 SQUID、熱分析、ESR等 明大寺 C　棟 203

技術員 長尾　春代
寒剤（山手地区）、NMR、
熱分析、ICP等

山　手 4号館 401

技術員 平野　佳穂 TEM、SEM、EPMA、XPS 明大寺 C　棟 203

特任専門員 伊木志成子 ESR、SQUID、TEM、XPS 明大寺 C　棟 203

技術支援員 藤川　清江
元素分析、質量分析、
円二色性分散計

山　手 4号館 401

技術支援員 久保田亜紀子
マテリアル先端リサーチインフラ、
金属錯体合成

明大寺 C　棟 203

技術支援員 今井　弓子
マテリアル先端リサーチインフラ、
SPM、SEM

明大寺 C　棟 203

事務職

事務支援員 兵藤由美子 総務、施設利用対応等 明大寺 C　棟 204

事務支援員 船木　弓子 マテリアル先端リサーチインフラ 明大寺 研究棟 321

事務支援員 栗田　佳子
大学連携研究設備ネットワーク、
マテリアル先端リサーチインフラ

明大寺 研究棟 306

事務支援員 遠山　　遊
大学連携研究設備ネットワーク、
マテリアル先端リサーチインフラ

明大寺 研究棟 321

機器センターたより ｜ 3



３．所有設備一覧

所有設備一覧

所内  所内専用設備
分類名／型式 設置場所  担当者 
① 電子顕微鏡

電界放出形走査電子顕微鏡（SEM）/JEOL JSM-6700F 山手 4号館 103 今井・石山・平野
低真空分析走査電子顕微鏡（SEM）/Hitachi SU6600 実験棟 B09 今井・石山・平野
電界放出形透過電子顕微鏡（TEM）/JEOL JEM-2100F 山手 3号館 1階 TEM室 伊木・上田・賣市・平野
電子プローブマイクロアナライザ（EPMA）/JEOL JXA-8230 山手 4号館 103 石山・平野

② 走査プローブ顕微鏡
Bruker Dimension XR Icon Nanoelectrical 実験棟 106-108 湊・上田・今井・杉本
Bruker Dimension XR Icon Nanoelectrochemical 実験棟 106-108 湊・上田・今井・杉本

③ 単結晶X線回折装置
Rigaku MERCURY CCD-1･R-AXIS Ⅳ 南実験棟 SB04 岡野
Rigaku MERCURY CCD-2 南実験棟 SB04 岡野
微小結晶 /Rigaku HyPix-AFC 南実験棟 SB04 岡野

④ 結晶スポンジ法X線回折装置
Rigaku XtaLAB P200 三井リンクラボ柏の葉１ 三橋
Rigaku SuperNova 山手3号館4階共通測定室 三橋

⑤ 粉末・薄膜X線回折装置
Rigaku RINT-UltimaIII 山手3号館1階X線回折測定室 藤原・宮島
Panalytical Empyrean 実験棟 210 藤原・宮島

⑥ X線溶液散乱装置
Rigaku NANO-Viewer　 南実験棟 B14 秋山

⑦ 電子分光装置
機能性材料バンド構造顕微分析システム（ARUPS）実験棟 216 田中・解良
X線光電子分光（XPS）/VG Scienta R4000L1 実験棟 110 伊木・平野・湊・横山

⑧ 電子スピン共鳴 (ESR) 装置
Bruker EMX Plus 共同研究棟A棟 001 藤原・伊木・浅田・宮島・中村
Bruker E500 共同研究棟A棟 001 藤原・伊木・浅田・宮島・中村
Bruker E580 共同研究棟A棟 101 藤原・伊木・浅田・宮島・中村
Bruker E680 共同研究棟A棟 012 浅田・藤原・伊木・宮島・中村・上田

⑨ SQUID型磁化測定装置
Quantum Design MPMS-7 共同研究棟A棟 006 宮島・藤原・伊木・中村
Quantum Design MPMS-XL7 共同研究棟A棟 006 宮島・藤原・伊木・中村
Quantum Design MPMS-3 共同研究棟A棟 006 宮島・藤原・伊木・中村

⑩ 熱分析装置
MicroCal VP-DSC 山手 4号館 101 長尾・賣市
MicroCal PEAQ-ITC, iTC200 山手 4号館 101 長尾・賣市
Rigaku DSC8231/TG-DTA8122 共同研究棟A棟 102 宮島・藤原

⑪ 質量分析計
Bruker microfl ex LRF 山手 4号館 403 賣市・藤川

所内 JEOL JMS777V 山手 4号館 405 賣市・藤川
所内 Bruker maXis 山手 4号館 406 賣市・藤川
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３．所有設備一覧

⑫ 顕微ラマン分光装置
RENISHAW inVia Refl ex 共同研究棟A棟 007 賣市

⑬ フーリエ変換赤外 (FTIR) 分光光度計
Bruker IFS 66v/S 共同研究棟A棟 007 賣市

⑭ 蛍光分光光度計
HORIBA SPEX Fluorolog 3-21 共同研究棟A棟 002 上田

⑮ 紫外・可視・近赤外分光光度計
Shimadzu UV-3600Plus 共同研究棟A棟 002 上田

⑯ 絶対PL量子収率測定装置
Hamamatsu Photonics Quantaurus-QY C11347-01 共同研究棟A棟 002 上田

⑰ 円二色性分散計
JASCO J-1500 山手 4号館 101 賣市・藤川

⑱ ピコ秒レーザー
Spectra-Physics, Quantronix 実験棟 B08 上田
Millennia-Tsunami, TITAN-TOPAS

⑲ 核磁気共鳴 (NMR) 装置
Bruker AVANCE600 実験棟 119 西村
JEOL JNM-ECA600 山手 5号館 予備測定室 長尾・賣市

所内 JEOL JNM-ECS400 山手 4号館 408 長尾・賣市
⑳ 有機微量元素分析装置
所内 J-SCIENCE LAB MICRO CORDER JM10 山手 4号館 404 藤川・賣市
㉑  ICP 発光分光分析装置 (ICP-OES)
所内 Agilent 5110 ICP-OES 山手 4号館 305 長尾・賣市
㉒ 超伝導磁石付希釈冷凍機
所内 Oxford Kelvinox 400 共同研究棟A棟 004 高山
㉓ 低温冷媒の供給設備
所内 明大寺地区極低温施設

　　ヘリウム液化システム 共同研究棟A棟 104 高山・浅田
　　液体ヘリウム自動供給装置 共同研究棟A棟 105 高山・浅田
　　液体ヘリウム貯槽 共同研究棟A棟 105 高山・浅田
　　液体窒素自動供給装置 共同研究棟D棟2階渡り廊下 高山・浅田
　　ヘリウム回収ライン 各実験室 高山・浅田

所内 山手地区極低温施設
　　全自動ヘリウム液化機 山手４号館 賣市・長尾
　　液体ヘリウム貯槽 山手４号館 賣市・長尾
　　液体窒素貯槽 山手４号館 賣市・長尾
　　液体窒素自動供給装置 山手４号館 209 賣市・長尾
　　ヘリウム回収ライン 各実験室 賣市・長尾

※設備のある場所については、次ページの施設マップをご参照ください。①～㉓が対応しています。
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南実験棟

施設マップ
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設備利用方法

1．概要
機器センターは、磁気・物性、化学分析、分子分光の研究に必要な種々の設備を保守・管理し、マ
テリアル先端リサーチインフラ事業（ARIM：Advanced Research Infrastructure for Materials and 
Nanotechnology in Japan, https://arim.ims.ac.jp/ ）を通じて、それら設備をご利用いただける機会
を提供しております（一部設備は除く）。所外利用者（大学および国・公立研究所等の研究者）の方
には、設備の使用料は原則無料で公開しており、規定の範囲内ですが旅費も支給させていただきます。
また、共同利用研究者宿泊施設（有料）もご利用いただけます。
ARIMでは、実験で得られたデータは「マテリアルDX（デジタルトランスフォーメーション）プ
ラットフォーム」実現のため、中核拠点にデータ登録することとなっています。論文執筆等に十分な
時間を取った後、データ公開が予定されます。概要は、次節をご参照ください。

2．申込資格・支援内容
以下に所属する研究者、および大学院博士課程後期在学中の者が、当センターの設備を利用するこ
とができます。
• 国立・公立・私立大学法人（高等専門学校を含む）
• 国・公立研究所（独立行政法人を含む）等
• 所長が上記研究者と同等の研究能力を有すると認めた者
• 民間企業

設備の利用には、下記の 3種類があります。ただし、利用できる内容は設備によって異なります。
• 施設利用（機器利用）  利用者が設備を操作し、データ解析や学術的議論は利用者が独自に行う。
• 協力研究（共同研究）  データ解析や学術的議論を含めた設備の利用を所内研究者と共同で行う。
• 技術相談   研究所スタッフと実験・測定について検討する。

3．初めて利用される方
利用申請の前に、設備担当者宛に利用希望設備、実験内容、利用希望日等をお問い合わせください。
協力研究（共同研究）をご希望の方は、所内の研究者にお問い合わせください。

≪各設備担当者への問い合わせ先≫
「窓口」ページ https://arim.ims.ac.jp/contactus/ の各設備担当者

≪その他、技術的な問い合わせ先≫
TEL：0564-55-7470　　　E-mail：ic-pub@ims.ac.jp
上記メールアドレスは、当センター設備担当者全員に送られます。お問い合わせ内容に応じて、設
備担当者等から回答させていただきます。
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4．利用方法
まず、各設備担当者までお問い合わせください。「利用方法」のページ（ https://arim.ims.ac.jp/

use/ ）を参照してください。以下に概要を示します。
なお、所内の方も 2022 年度より申請が必要となりました。

4．1  大学・官公庁の方の利用方法
（◆：提出して頂く書類等）

（1）申請　→　採択

利用期間 申請の種類 申込時期※ 1 申請 採択通知メール※3

通年
（4/1 ～翌 3/31）

随時申請 3月下旬以降

◆利用申請書：　Web 申請
自然科学研究機構　共同利用・
共同研究統括システム　NOUS
https://www.nins.jp/nous/ ※ 2
◆ DICE ユーザー登録
https://dice.nims.go.jp/usage.html
（NOUSと同じメールアドレスで登録）

申請から約 2週間

※ 1 申込受付・締切日はHPにてお知らせします。
※ 2  申請書で放射線業務に従事するとした場合の ◆放射線業務従事承認書（書式はNOUS申請ペー

ジからダウンロード）は、郵送にて提出。
　≪放射線業務従事承認書　送付先≫
　　〒 444-8585　岡崎市明大寺町字西郷中 38
　　自然科学研究機構　分子科学研究所　機器センターマテリアル事務室
　　（TEL：0564-55-7337, E-mail：nano-offi  ce@ims.ac.jp）
※ 3 利用開始日は、採択通知メール後の「採択通知書」発行後（記載の承認日以降）になります。

＜補足＞
•申請 1件で複数の設備を利用可能。
•  大学院学生、および学部学生は、（財）日本国際教育支援協会「学生教育研究災害損害保険」お
よび「学研災付帯賠償責任保険」または同等以上の保険加入のこと。

（2）来所計画
各設備担当者と打ち合わせの上、来所日程を決め、以下の連絡・手続きをお願いいたします。

①　設備の予約：各設備担当者までお問い合わせください。
一部の設備を除き「大学連携研究設備ネットワーク予約システム（http://chem-eqnet.ims.ac.jp）」
から予約をお願いいたします。
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②　来所日程の連絡：メールにて、機器センターマテリアル事務室：nano-offi  ce@ims.ac.jp
まで、指定の書式（1人 1フォーム、HP参照）にてご連絡ください。
◆ 学部学生等の派遣許可申請書（Word ファイル）：該当の方は、旅費支給の有無にかかわらず、
来所ごと、2週間前までにメールにてご提出ください。後日、派遣許可書を返送いたします。

③　共同利用研究者宿泊施設（三島ロッジ）を利用希望の方
ロッジ予約システム（http://www.occ.orion.ac.jp/lodge/）でアカウント取得後、予約してください。
注）利用登録の際、『関係研究室』は［機器センター施設利用（「施設利用申込書」申請者）］を選
択してください。
ロッジの ・許可証の受け取りは、宿泊初日平日の 11：00 ～ 15：30 です。時間内に受け取り出来
ない方は、事前に機器センターマテリアル事務室へご相談ください。
（ロッジチェックイン 15：00、 チェックアウト 9：30）

④　旅費を支給させていただく方
下記書類を、出張後すみやかに提出してください（書式はマテリアルHPからダウンロード）。
◆銀行振込口座登録依頼書：事前にメールにて（nano-offi  ce@ims.ac.jp）
　（口座登録の手続き約 3日、来所後の支払い手続き後、振込みまで約 1ヶ月要する）
◆出張報告書　※提出日の日付は、来所後の平日を記載のこと
◆航空機利用の方－領収書（原本）と搭乗券の往路半券は来所時、復路半券は後日郵送
　※航空機金額確認のため、領収書または領収金額を、事前にご連絡ください。
　※お二人以上で購入した場合、購入内容のわかるものを添付してください。
　≪送付先≫
　〒 444-8585　岡崎市明大寺町字西郷中 38
　自然科学研究機構　分子科学研究所　機器センターマテリアル事務室
　TEL：0564-55-7337, E-mail：nano-offi  ce@ims.ac.jp

支給額（上限）は、採択通知時に連絡します。
（目安）協力研究：1件の申請につき、30 人日相当（ただし上限 40 万円）
 施設利用：1件の申請につき　2泊 3日 4回分相当
 戦略的機器利用（ESR E680）の場合は 2泊 3日 6回分相当（ただし上限 40 万円）

⑤　申請内容に変更がある場合
代表者の方に変更がある場合は ◆代表者所属変更届（郵送にて）
共同研究者の方に変更がある場合は ◆共同研究者所属変更届（メールにて）
申請書に記載のない方が来所する場合は ◆共同研究者追加願（メールにて）
を機器センターマテリアル事務室まで提出してください。
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※設備を追加で利用したい方
各設備担当者とご相談の上 ◆利用設備追加届 （書式はHPからダウンロード）を
機器センターマテリアル事務室へ提出してください。（メールにて）
利用形態・研究題目が異なる場合は、改めて申請を行ってください。

（3）来所
•来所当日、正門守衛所で身分証明書を提示後、ネームプレートの交付を受け着用してください。
•施設利用者控室にて来所時、および退所時に記録簿に記入してください。
•  ロッジを予約された方は、宿泊初日 11：00 ～ 15：30 までの間に、事務センター棟 3階：国際
研究協力課共同利用係に来訪し、ロッジの の受け取りと宿泊料金の支払いを済ませてください。
•ロッジチェックアウト後、 は返却ボックスへお返しください。
•  旅費申請に必要な書類の提出がある方は、機器センターマテリアル事務室（共同研究棟 C棟 2
階 204 室）までお越しください。
　航空機ご利用の方は、往路半券もご提出をお願いいたします。
　（復路分は郵送をお願いいたします。）
•  時間外（平日8：30 ～ 17：30以外）に山手地区を利用される方は、設備担当者または機器センター
（マテリアル）事務室に申し出てください。
•  設備利用終了後は、各設備の置かれている使用ノート等に必要事項を記入の上、必ず設備担当者
に測定が終了した旨を報告してください。
•  RDEデータ蓄積・共用サービスにて、データセットの開設の上、アップロードを行ってください。
　（ マニュアル：https://drive.google.com/drive/folders/1vPMfXGkfl BMspJOdQGmSxdplMtdF5L0p）
　データセット開設サイト https://rde.nims.go.jp
　データ登録サイト https://rde-entry-arim.nims.go.jp

（4）利用報告書の提出（年度末）
改めて、文部科学省提出の ◆利用報告書 のご提出の連絡をさせていただきます。
なお、成果公開を見合わせる必要がある場合は、成果の公開を猶予することが可能です。事前に公
開猶予とする理由を、機器センターマテリアル事務室へご連絡ください。公開猶予期間は最大 2年で
す。公開猶予終了後、提出頂いている成果報告書等は公開となります。

＜お願い＞
成果報告（論文・学会等の発表）の際には、謝辞の付記をお願いいたします。
（https://arim.ims.ac.jp/acknowledgments/）
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4．2  民間企業の方の利用方法
（◆：提出して頂く書類等）

（1）申請の前に
•ご利用申請は、随時受付しております。
•ご利用は【成果公開型】と【成果非公開型】の 2種類があり、いずれも有償利用となります。
　（ 利用料金：【成果公開型】 ＜ 【成果非公開型】 ）
•  「支援内容」－「設備一覧」のページ　https://arim.ims.ac.jp/howtouse/list/　から、
　設備名を選択し仕様・利用料金・担当者等をご確認ください。
•各設備担当者に、実験内容・利用希望日（装置の利用予約）等をお問い合わせください。
•研究題目が同じであれば、1件の申請に複数の設備を利用いただけます。
•  申請は利用期間（ご利用希望日程、最大 2週間程度）ごとに必要となります。年度を越える分に
ついては改めて申請してください。
•申請から利用開始までの日数は、最短でも 2週間を要します。
•利用可能日は「許可書」に記載の期間内となります。
•設備使用料は、後納でご利用いただけます。
•見積書の発行はありません。

（2）申請
◆利用申請書を https://arim.ims.ac.jp/non-free-pattern/ （マテリアル先端リサーチインフラHP）
よりダウンロードし、ご記入の上、メールにてご提出ください。
放射線が発生するX線装置を利用する方は ◆放射線業務従事承認書を来所 2週間前までに郵送願
います。
※申請から許可書発行まで、最短でも 2週間かかります。利用開始日ご記入の際はご注意願います。
※ 申請内容に追加・変更等が生じた場合、代表者・共同研究者の方に変更がある場合は、改めて申請
書の提出が必要となりますのでご留意ください。

≪利用申請書、放射線業務従事承認書　送付先≫
〒 444-8585　愛知県岡崎市明大寺町字西郷中 38
自然科学研究機構　分子科学研究所　機器センターマテリアル事務室
（TEL：0564-55-7337　　E-mail：nano-offi  ce@ims.ac.jp）

（3）採択の決定
採択となりましたら、｢許可書｣ を郵送いたします。
（「許可書」が発行されるまでは装置をご利用いただけません）

（4）来所の前に
以下の連絡・手続き等をお願いします。
①設備の予約の確認：各設備担当者までお問い合わせください。
 一部の設備を除き、「大学連携研究設備ネットワーク予約システム（http://chem-eqnet.ims.ac.jp）」
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からご予約できます。
② 来所日程の連絡：メールにて、機器センターマテリアル事務室：nano-offi  ce@ims.ac.jp（1人 1フォー
ム）まで指定の書式（HP参照）にてご連絡ください。

（5）来所
•来所当日、正門守衛所で身分証明書を提示後、ネームプレートの交付を受け着用してください。
•施設利用者控室にて来所時、および退所時に記録簿に記入してください。
　「非公開利用」については、記録簿の指示にしたがって必要情報のみの記載で結構です。
•  時間外（平日8：30 ～ 17：30以外）に山手地区を利用される方は、設備担当者または機器センター
マテリアル事務室に申し出てください。
•  設備利用終了後は、各設備の置かれている使用ノート等に必要事項を記入の上、必ず設備担当者
に測定が終了した旨を報告してください。

（6）利用報告書の提出

【成果公開型】 【成果非公開型】
　年度末が近づきましたら、改めて文部科学省
提出の ◆利用報告書 のご提出の連絡をさせてい
ただきます。

　なお、成果公開を見合わせる必要がある場合
は、成果公開を猶予することが可能です。公開
猶予の理由書を、事前に機器センターマテリア
ル事務室へご連絡ください。公開猶予期間は最
大 2 年です。公開猶予終了後、提出頂いている
利用報告書等は公開となります。

≪利用報告書 送付先≫
※Web アップロードによる提出
　自然科学研究機構　分子科学研究所
　　機器センターマテリアル事務室

　ご利用の都度、1ヶ月以内に
◆利用報告書（成果非公開用） をメール添付にて、
ご提出ください。
　（書式はマテリアルHPからダウンロード）

≪利用報告書　送付先≫
自然科学研究機構　岡崎統合事務センター
　国際研究協力課共同利用係
（E-mail：r7133@orion.ac.jp　TEL：0564-55-7133）

◆設備使用料の納付
設備担当者が利用の実施を確認後、実際の利用状況をもとに金額が確定します。
請求書を送付いたしますので、指定期日までに納付をお願いいたします。
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5．お問い合わせ先
• 技術的なお問い合わせ  　⇒　自然科学研究機構　分子科学研究所
     　　　機器センター
     　　　TEL： 0564-55-7470
     　　　E-mail：ic-pub@ims.ac.jp

• 申請・利用についてのお問い合わせ　⇒　自然科学研究機構　分子科学研究所
     　　　機器センターマテリアル事務室
     　　　〒 444-8585 岡崎市明大寺町字西郷中 38
     　　　TEL：0564-55-7337　　FAX：0564-55-7448
     　　　E-mail：nano-offi  ce@ims.ac.jp

• 各種案内、書類ダウンロード　　　　⇒  マテリアル先端リサーチインフラ ホームページ
     　　　https://arim.ims.ac.jp/
     　⇒  機器センター ホームページ
     　　　http://ic.ims.ac.jp
     　⇒   共同利用・共同研究統括システム　NOUS　ホーム

ページ
     　　　https://www.nins.jp/site/nous/
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マテリアル先端リサーチインフラ事業

1．概要
文部科学省マテリアル先端リサーチインフラ事業（ARIM［エイリム］：2021 年 4 月～）は、ナノ
テクノロジープラットフォーム事業（2012 年 4 月～ 2022 年 3 月）で培った最先端共用設備体制と専
門技術者ネットワークを活かし、設備共用によって得られる高品質なデータを、利用者の許可を得た
うえで収集し、データの中核拠点へ蓄積します。
蓄積されたデータは、利用者ご自身のデータ整理や解析にご利用いただくとともに、グループ間で
共有したり、広く公開・共有することで、データ活用型プロジェクトの推進に活かしてまいります。
ARIM事業は、下記 25 機関が参画しています。

ARIM実施体制図

マテリアル先端リサーチインフラ事業　https://nanonet.mext.go.jp/

2．ARIM事業への参画
分子科学研究所は、ARIM事業の「マテリアルの高度循環のための技術」のスポーク機関として、
機器センター、装置開発室、極端紫外光科学研究施設、計算科学研究センターが参画しています。
このため、機器センターの利用はARIM事業での利用となります。装置利用のための課題申請お

よびマシンタイムの予約は、次項以降をご参照ください。
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ARIM

YES

NO

2-3

33

ARIM https://arim.ims.ac.jp/howtouse/list/
https://arim.ims.ac.jp/contactus/

ic-pub@ims.ac.jp
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Web NOUS
https://www.nins.jp/nous/

Web

2
nano-office@ims.ac.jp

http://www.occ.orion.ac.jp/lodge/

Web

Web

ARIM
https://arim.ims.ac.jp/acknowledgments/

2-3

http://chem-eqnet.ims.ac.jp

nano-office@ims.ac.jp

2
nano-office@ims.ac.jp

https://rde.nims.go.jp
https://rde-entry-arim.nims.go.jp

https://drive.google.com/drive/folders/1vPMfXGkflBMspJO
dQGmSxdplMtdF5L0p

DICE DICE https://dice.nims.go.jp/usage.html
NOUS

機器センターたより ｜ 17



５．センターの利用方法

nano-office@ims.ac.jp

/

Web

1

2

2 34

Word

nano-office@ims.ac.jp
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大学連携研究設備ネットワーク利用方法

1．概要
機器センターの設備は、大学連携研究設備ネットワーク（以下、設備ネットワーク）に登録されて
おり、予約も設備ネットワークの予約システムを通じて行っていただいております。本システムは機
器センターの設備のみならず、全国参画機関の登録共用設備を検索・予約する事もできます。2019
年 4 月からは、従来の国立大学に加えて、公立大学・私立大学・高等専門学校等の参画機関も設備登
録を可能とする事でネットワーク利用拡大を推進しております。また、2018 年 5 月に利用者増に伴
う情報の大容量化への対応、セキュリティー強化、操作性向上を目的に、予約システムをリニューア
ルしました。ここでは、機器センター内での設備利用に限定した利用方法について説明します。

2．利用方法
2．1 ホームページ
設備ネットワークのホームページ（図 1）は
以下の通りです。ここから予約システムにロ
グインします。
https://chem-eqnet.ims.ac.jp/

2．2 アカウント
予約システムを利用するためにはアカウント（ユーザー ID）が必要です。アカウントをお持ちで
ない方は、所属機関でアカウントを作成していただく場合や機器センターでアカウントを発行する場
合などがございます。アカウントの発行方法は、ホームページの「利用案内＞登録方法」をご参照く
ださい。不明点は、お問い合わせフォームよりお問い合わせください。

2．3 利用の流れ
（1）予約
利用者自身のアカウントで予約を行ってください。ただし、施設利用の場合は申請代表者が予約を
行ってください。協力研究の場合は受け入れ研究室側で対応をお願いします。（外部ユーザーを研究
室メンバーとしてアカウントを発行するか、受け入れ研究室の対応者が予約を入れる。）

（a） 予約システムにログインし、利用する設備を［予約］（①）－［設備を検索］（②）から分子科
学研究所の装置を検索し、設備名（③）をクリック（図 2）。

（b） 設備詳細画面の［相互利用予約］（④）をクリック（図 3）。
（c） 利用日時（⑤）・予算区分（運営費交付金）（⑥）を選択し、［登録］（⑦）をクリック（図 4）。

続いて確認画面の［OK］をクリック。

図 1 設備ネットワークホームページ
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図 2 設備検索

図 3 設備詳細画面
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（2）予約の確認、変更、取消
　［予約状況］（⑧）で、予約状況の確認、予約の変更（利用日時等の変更）、予約の取消（⑨）が出
来ます（図 5）。予約の変更では図 4のような画面で日時の再設定ができます。

　　「承認待ち」 ：設備管理者が予約を確認中です。
　　「予約中」  ：設備の利用が出来る状態です。

図 4 予約テーブル
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2 . 4 参考
（1）ＩＤ・パスワードの変更
ＩＤやパスワードは、ログイン後、［マイページ］の［個人設定］や［パスワード変更］で随時変
更出来ます。

（2）ＩＤ・パスワードを忘れた方へ
ＩＤ・パスワードを忘れてしまった場合は、トップペー
ジログイン部分の直下にある「ID・パスワードを忘れた
方」のリンクをクリックしてください（図 6）。「パスワー
ド再設定メール送信」画面で、氏名とメールアドレスを入
力するとシステムからメールが届きます。メールには ID
とパスワード再設定用ページのURLが記載されています。
記載ページにアクセスしてパスワードの再設定を行ってく
ださい。（機関管理者、会計責任者からも、アカウントを
指定して再設定メールを送付することができます。）

※　予約システムの操作の詳細やヒントは、マニュアル等をご覧ください。
　　 •マニュアルURL：https://chem-eqnet.ims.ac.jp/howto/manuals/ 
　　 • Q&A　URL：https://chem-eqnet.ims.ac.jp/howto/qa/
　　 • リファレンスURL ：https://chem-eqnet.ims.ac.jp/howto/labchief/

図6 トップページのログイン部分

図 5 予約状況
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液体ヘリウム利用方法

1．概要
現在、明大寺地区のヘリウム液化機は順調に稼働しています。山手地区のヘリウム液化機は停止中。
2024 年度（令和 6年度）更新予定。液体ヘリウム供給方法については以下の通りご案内します。
従来の利用方法を踏襲して、予め液体ヘリウム充填済みのベッセルを何台か用意させて頂き、ベッ
セルの持ち出し及び返却で液体ヘリウムをご利用頂くシステムの変更はございません。ただし、研究
室所有の専用容器への供給はセルフ方式となりますので、ご了承ください。
以下では、現在行われている利用方法を中心に記しておきます。その他、利用規程や液体ヘリウム
取り扱い上の注意等につきましては、機器センターホームページ内の液体ヘリウム利用者のためのマ
ニュアル（http://ic.ims.ac.jp/kiki/teion/He_user_manual2008.pdf）に詳しく書かれておりますので、
ご参照頂ければ幸いです。
山手地区での液体ヘリウムご利用方法については、以下の「山手地区液体ヘリウム利用方法」をご
参照ください。

2．液体ヘリウム利用の前に
•  液体ヘリウム使用者は、「液体ヘリウム利用者講習会」を受講し、液体ヘリウム利用者として登
録すること。（必要があれば「液体ヘリウム利用者講習会」は随時行う）
•実験室のヘリウム回収配管を利用する場合、早めに機器センターの寒剤担当者に連絡すること。

3．明大寺地区液体ヘリウム利用方法
3．1　設置場所
• 共同研究棟A棟 1階 105 室

3．2　ベッセル持ち出し手順
（1）所定の場所にあるベッセルを手前から順に持ち出す。
（2）備え付けの「ベッセル持ち出し・返却入力用パソコン」の画面の「持出」にタッチする。
（3） スキャナーでユーザーQRコードを読み取り、次に容器QRコードを読み取り、「確認」にタッ

チする。
（4）ベッセルを持ち出す。

3．3　ベッセルの返却手順
（1）ベッセルをロードセル中央に載せる。
（2） パソコンの画面の「返却」にタッチし、スキャナーで容器QRコードを読み取り、「計量」にタッ

チする。
（3）表示内容を確認の上、「確認」にタッチして、ベッセルを返却場所に置き、回収配管につなぐ。
（4）返却完了。

機器センターたより ｜ 23



５．センターの利用方法

ベッセルの持出・返却の際は、回収用のバルブ操作に十分注意してください。新たに回収用チュー
ブの接続にワンタッチコネクターを採用しました。

4．山手地区液体ヘリウム利用方法
4．1　設置場所
• 山手 4号館 207 号室

4．2　ベッセル持ち出し手順
（1）所定の場所にあるベッセルを持ち出す。
（2）ベッセルをロードセルに載せる。
（3）スキャナーでグループコードおよび容器用バーコードを読み込む。
（4）「供給データ」の表示が安定したらタッチパネルの「持出」ボタンを押し、ベッセルを持ち出す。

4．3　ベッセルの返却手順
（1）ベッセルをロードセル中央に載せる。
（2）スキャナーで、グループコード及び容器コードを読み取る。
（3）「供給データ」の表示が安定したらタッチパネルの「返却」ボタンを押す。
（4）容器を返却場所に置き、回収配管につなぐ。
（5）返却完了。

ベッセルの持出・返却の際は、回収用のバルブ操作に十分注意してください。

5．異常時
異常時は、直ちに機器センター寒剤担当者（明大寺地区：内線：7471 または 4563、携帯：090-
4082-6162、山手地区：内線：5516）に連絡すること。

6．その他
• 供給可能時間は、充填済みの持ち出すベッセルがある場合は終日可能である。
•研究室で所有するベッセルも上記方法で利用可能である。
•  使用期間の長期化は、貸し出し容器の不足が発生し液体ヘリウムの供給に支障が出るため、容器
はなるべく早めに返却すること。
•液体ヘリウムは必ず 5 L 以上残した状態で返却すること。
•ヘリウムの回収ロスが直接供給価格に反映されるため、蒸発ガスの回収 100％を心がけること。
•回収ガスに、なるべく空気を混入させないように十分注意すること。
•ベッセルへの空気混入は絶対に避けること。
•液体ヘリウム供給価格：2022 年度後期　1 L 当たり 336 円。
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液体窒素利用方法

1．概要
液体窒素の汲み出しは、セルフサービス及び自動供給・自動計量です。液体窒素に関しては、大学
で死亡事故もあり、ユーザーが液体窒素を安心して利用するためには、単に供給装置の利用講習だけ
でなく液体窒素自体の安全教育も重要です。
明大寺地区液体窒素利用者のためのマニュアルは、機器センターホームページ（http://ic.ims.

ac.jp/kiki/teion/N2_Users_Manual_ja.pdf）にあります。当マニュアルには、分子研における液体窒
素汲み出しの手順だけでなく、液体窒素を取り扱う上での注意点や液体窒素容器の種類と使用方法に
ついても詳細に書かれておりますので、是非ご参照ください。
なお、山手地区での汲み出し手順は明大寺地区と少し異なりますので、以下の「山手地区液体窒素
汲み出し手順」の項をご覧ください。以下では、要点を抜粋し、簡単に記しておきます。

2．特に注意すべき点
• 凍傷を防ぐ：保護眼鏡、革手袋を使用すること。
•酸欠を防ぐ：実験室内の換気に注意すること。
•爆発を防ぐ：容器を密封しないこと。

3．液体窒素容器について
•  容器には開放型と密封型があり、密封型を使用するときは取扱説明書をよく読んでおくことが必
要である。
•容器を購入する場合、あらかじめ供給が可能な容器かどうかを寒剤担当者に確認すること。
•  容器は登録しなければ使用できない。登録した容器には容器バーコード（ベッセルバーコード）
が発行される。

4．液体窒素汲み出しの前に
•  毎年年度初めに実施される「液体窒素利用者講習会」に参加申請し、受講する。この時受講でき
なかった人は後日、随時液体窒素利用者講習を実施するので寒剤担当者に連絡する。
•受講修了者にはユーザーバーコードが発行される。

5．明大寺地区液体窒素汲み出し手順
5．1　汲み出し場所
• 共同研究棟D棟 2階入り口の渡り廊下（大型容器用・小型容器用）
•共同研究棟A棟 105 室（大型容器用）
• UVSOR棟地階（UVSOR利用者専用）

5．2　手順
（1）容器をロードセルに載せフレキシブルチューブを挿入する。（革手袋着用のこと）
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（2）ベッセルバーコードとユーザーバーコードをバーコードリーダーで読み取る。
（3）操作画面上の「START」にタッチすると充填が開始する。満量充填でも必要量充填でも可能。
（4）充填終了時、電子ブザーが鳴る。
（5） 容器をロードセルから降ろすと電子ブザーが止まる。フレキシブルチューブを元に戻す。（革手

袋着用のこと）

5．3　注意
異常時は緊急閉止弁を閉め、直ちに緊急時連絡先（内線：7471 または 4563、携帯：090-4082-6162）
に連絡すること。

5．4　その他
• 汲み出しの時間は、原則平日午前 9時～午後 5時までである。
•  無登録の所外研究者（液体窒素利用者講習会未受講者）が液体窒素の汲み出しを行う場合は、「液
体窒素利用者講習会」受講修了者立ち会いのもとで行うこと。
•エレベーターに人と液体窒素容器とを同乗させてはいけない。
•液体窒素供給価格：2022 年度後期　1 L 当たり 73 円（明大寺地区）。

6．　山手地区液体窒素汲み出し手順
6．1　汲み出し場所
• 山手 4号館 2階液体窒素供給室

6．2　手順
（1）容器をロードセルに載せフレキシブルチューブを挿入する。（革手袋着用のこと）
（2）容器バーコードとユーザーバーコードをコントローラー付属のバーコードリーダーで読み取る。
（3）コントローラーの「開始」ボタンが点滅する。
（4）「開始」ボタンを押すと充填が開始する。
（5）充填途中で止めたいときは「停止」ボタンを押す。充填終了時、電子ブザーが鳴る。
（6） 容器をロードセルから降ろすと電子ブザーが止まる。フレキシブルチューブを元に戻す。（革手

袋着用のこと）

6．3　注意
異常時は直ちに緊急時連絡先（内線：5516）に連絡すること。

6．4　その他
• 汲み出しの時間は、原則午前 9時～午後 5時までである。
•「液体窒素取り扱い講習」を受けていない人は、汲み出すことはできない。
• エレベーターに人と液体窒素容器とを同乗させてはいけない。
• 液体窒素供給価格：2022 年度後期　1 L 当たり 100 円（山手地区）。
• 窒素ガスを利用する際は、機器センター山手地区担当者へご連絡ください。
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小型貸出機器利用方法

1．概要
共同利用機関であり流動性も高い分子科学研究所において、一時的に使用する機器を備え貸出でき
る環境を整えることは、無駄な投資を防ぐ意味でも有用です。そこで機器センターでは、各種実験に
利用できる汎用性の高い機器を中心に、小型貸出機器として保有しています。例えば、電源・ボック
スカー・発振器・エレクトロメーターなどの共通性の高い汎用機器から、光スペクトラムアナライ
ザー・オシロスコープなどの比較的高価な機器も備えています。現在（2023 年度）、73 台を保有して
おります。所内の方のみの貸出とさせて頂いておりますが、所外の方でも施設利用や協力研究等の実
験の際には、所内の方を通じて利用して頂くことが可能です。
なお、機器保管場所は「共同研究棟A棟 2階 201」です。

2．利用方法
小型貸出機器については、機器センターHP（http://ic.ims.ac.jp/）から「所有設備一覧」を開いて
頂き、下に送り「所内専用」のところの「小型機器　→ 機器リスト・利用方法はこちら」をご参照
ください。機器の利用状況表もご確認頂けます。
機器の利用の際は、メール、またはお電話にて以下の内容のご連絡をお願いいたします。

　　　　● 電子メール送り先：　ueda@ims.ac.jp
　　　　　　Subject：　｢小型貸出機器の利用｣ とご記入ください。
　　　　--- ＜送信事項（記入例：コピー＆ペーストしてお使いください）＞ ---
　　　　　　　　機器名：7-512 ソースメーター　KEITHLEY 2450
　　　　　　　　利用者氏名：岡崎　大河
　　　　　　　　利用者所属：〇△□ Ｇ
　　　　　　　　利用者メールアドレス：taiga@ims.ac.jp
　　　　　　　　利用開始日：令和 5年 6月 7日
　　　　　　　　返却予定日：継続使用を希望
　　　　　　　----------------------------------------------------------
　　　　● お電話の場合：担当　上田、内線 7226　までご連絡ください。

既に利用されている機器の場合であっても、ご連絡頂ければ出来る限り日程調整をさせて頂きます。
貸出期間については、原則 2週間とさせて頂いていますので、返却予定日を設定される方は利用開始
日から 2週間以内の日としてください。返却予定日が決まっていない場合は ｢継続使用を希望｣ とし
て頂ければ、次の利用希望が入るまで継続してご利用頂けます。但し、利用期間が 2週間以上経過し
ている場合、次の利用希望が入った時点で出来る限り速やかに返却して頂くようお願いいたします。
返却の際も、メール、またはお電話にて以下の内容のご連絡をお願いいたします。
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　　　　● 電子メール送り先：　ueda@ims.ac.jp
　　　　　　Subject：　｢小型貸出機器の返却｣ とご記入ください。
　　　　--- ＜送信事項（記入例：コピー＆ペーストしてお使いください）＞ ---
　　　　　　　　機器名：7-512 ソースメーター　KEITHLEY 2450
　　　　　　　　利用者氏名：岡崎　大河
　　　　　　　　利用者所属：〇△□ Ｇ
　　　　　　　　利用者メールアドレス：taiga@ims.ac.jp
　　　　　　　　返却年月日：令和 5月 7月 7日
　　　　　　　----------------------------------------------------------
　　　　● お電話の場合：担当　上田、内線 7226　までご連絡ください。

なお、利用の際の機器の持ち出し、及び返却は、お手数ですが利用者ご自身でお願いします。参考
までに、小型貸出機器のリスト（機器名別）を表 1に示します。
お気軽に、ご利用ください。

表1　小型貸出機器（73台）機器名別リスト

機器名 台数 機器名 台数
ロックイン増幅器 5 水銀キセノンランプ 1
ボックスカー積分器 22 標準ハロゲンランプ 1
広帯域前置増幅器 3 光スペクトラムアナライザー 1
高速電流増幅器 1 デジタルオシロスコープ 4
ユニバーサルカウンター 1 オシロスコープ用高圧プローブ 1
ファンクションシンセサイザー 1 直流定電圧／定電流電源（ｿｰｽﾒｰﾀ） 6
シンセサイズドスイーパー 1 高圧安定化電源 10
任意波形発生器 1 データロガー 1
デジタルディレイジェネレーター 5 C.F. ディスクリミネーター 1
デジタルマルチメーター 3 フラックスゲート型磁力計 1
デジタルボルトメーター 1 マルチチャンネルアナライザ 1
シングルモノクロメーター 1
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５．センターの利用方法

試料準備室利用方法

1．概要
来所後に試料調整や準備が必要な場合、試料準備室（明大寺地区・共同研究棟A棟 2階 202 号室）
をご利用いただけます。

2．利用方法
• 利用の都度、ノート、ミニホワイトボードに所属、氏名、使用期間の記入をお願いします。
• 予約制ではありませんが、利用予約が必要な場合は、担当者までご連絡ください。
• グローブボックスについては予約が必要になりますので、担当者に予めお問合せください。
• 長時間場所を離れる場合や、危険物等がある場合は、ミニホワイトボードで示してください。
• 整理整頓を心がけてください。使用後は片付け、実験台の清掃をお願いします。
• 廃液は、原則お持ち帰りください。

小型設備収納棚 ミニホワイトボード

2．1　設置設備
小型設備（小型設備収納棚のもの，移動可能なもの）
• 上皿天秤（島津・UW620H）
• 実体顕微鏡（ニコン・SMZ745T）
• 超音波洗浄機（アズワン・US-1R）
• スターラー（アズワン・CT-1A）
• ホットスターラー（IKA・C-MAG HS7 digital）
• ウォーターバス（EYELA・SB-350）
• ボルテックスミキサー（サイエンティフィックインダストリーズ・SI-0286）
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５．センターの利用方法

大型設備（移動不可のもの）
•  真空ライン（自作、［真空度］（RP）～ 3 Pa、（DP）～ 10-4 Pa、［接続］TS15/25、φ 6 mm管）
導入可能ガス：He、N2、O2 ガス。Swagelok 継手φ 2、3、4、6、10 mm。
• 真空型グローブボックス（UNICO・UN-12L、ガス循環精製装置、自動内圧調整器）
　寸法（mm）：メインボックス 1200 × 650 × 600、パスボックス 250 × 250 × 350
　 ガス循環精製装置運転時（アルゴン雰囲気）：酸素濃度 1ppm 以下、露点－73 ～－76 ℃
電子天秤、CCD顕微鏡が利用可能です。
•電気炉（Yamato・FO510）～ 1000 ℃
• 定温恒温乾燥機（EYELA・NDO-400）～ 250 ℃
• エバポレーター（BUCHI・Rotavapor R-100）
• ドラフトチャンバー（Yamato・KFC2180）
• 窒素エアガン（アズワン・CAGN-P-14）～ 0.3 MPa

真空ライン 真空型グローブボックス

試料準備室の設備配置
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５．センターの利用方法

共同利用者控室

1．概要
施設利用者の方にご利用いただけますよう、共同利用者控室を設置しております。明大寺地区では、
共同研究棟C棟 2階にあります（UVSOR、装置開発室利用者と同室）。山手地区では、山手 5号館 1
階にあります。会議机やホワイトボード、個人用机もございますので、打ち合わせや測定の合間の休
息にご利用ください。また共用パソコン、プリンター、コピー機もご利用いただけます。パソコン持
込みの場合、所内ネットワーク接続に必要なアカウントも発行可能です。ネットワーク利用上の注意
に従ってご利用ください。
当センターの施設利用者の方であれば、どなたでもご利用いただけますが、利用の際は、設備担当
者、あるいは機器センター事務室までお知らせください。来所・退所記録簿へのご記入も控室にてお
願いしております。
お気軽に、ご利用くださいませ。

明大寺 共同研究棟C棟 2 階 205号室

山手 5号館 1階
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６．所有設備紹介

電子顕微鏡

概要
電子顕微鏡は、電子線を試料に当てて拡大像を観察する装置で、大きく分けて透過電子顕微鏡

（TEM：Transmission Electron Microscope） と 走 査 電 子 顕 微 鏡（SEM：Scanning Electron 
Microscope）の 2 種類がある。透過電子顕微鏡では試料を透過した電子をレンズ系で拡大し結像さ
せて内部構造を観察し、走査電子顕微鏡では試料からの反射電子や二次電子を検出して表面構造を観
察する。また、電子線と試料との間の相互作用によって特性X線や非弾性散乱電子なども放出され
ており、これらを分析することで化学組成など様々な情報を得ることができる。

設備紹介（電界放出形走査電子顕微鏡（FE-SEM）/JSM-6700F） 担当）今井・石山・平野

メーカー：JEOL
型　　式：JSM-6700F
導入年度：2002 年度

（主な仕様）
電子銃 冷陰極電界放出形
加速電圧 0.5 ～ 30 kV
照射電流 0.1 pA ～ 2 nA
倍率 25 ～ 650,000 倍
像分解能 1.0nm（15kV）、2.2nm

（1kV）
試料サイズ 最大直径 2インチ 
検出器 二次電子検出器

反射電子検出器

特徴
•  電子線のエネルギー幅の小さい電界放出形電
子銃とセミインレンズ系対物レンズにより、
低加速電圧での高分解能観察に対応。
•  最大で直径 2インチまでの試料を観察可能。
ただし高さは約 10 mmまで。
•  二次電子像の他、組成コントラストを持つ反
射電子像が観察可能。
•  絶縁性試料の導電処理とてして、カーボン
コーター、イオンコーター（Au）、オスミウ
ムプラズマコーターを提供

導電処理装置
カーボンコーター SC-701CT（サンユー電子）
イオンコーター
（Au）

IB-3 型（Eiko エンジニア
リング）

オスミウムコー
ター

NL-OPC80-AS（NIPPON 
LASER&ELECTRONICS 
LAB）
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メーカー：日立ハイテクノロジーズ、
　　　　　ブルカー・エイエックスエス
型　　式：SU6600
　　　　　QUANTAX XFlash 5060FQ
導入年度：2013 年度 

（主な仕様）
（SEM：SU6600）
電子銃 ZrO/W ショットキーエ

ミッション形
加速電圧 0.5 ～ 30 kV
照射電流 1 pA～ 200 nA
倍率 10 ～ 600,000 倍
像分解能 1.2 nm（30 kV、高真空

モード（<10-3 Pa））
3.0 nm（30 kV、低真空
モード（60 Pa））

低真空範囲 10 ～ 300 Pa
試料サイズ 最大直径150 mm（要相談）
検出器 二次電子検出器、低真空

用二次電子検出器、反射
電子検出器、透過電子検
出器

（EDX検出器：QUANTAX XFlash 5060FQ）
検出器 シリコンドリフト検出器
検出面積 60 mm2（15 mm2 × 4）
検出元素範囲 B～Am
分解能 133 eV（Mn-K ）以下

特徴
•  低真空モードにより、高真空で脱ガスのある
試料を観察したり、絶縁物を導電処理無しで
観察したりすることが可能。
•  対物レンズがアウトレンズ系のため、磁性材
料の観察も可能。
•  最大で直径 150 mmまでの試料を観察可能。
ただし直径によって、重量や高さ、使用可能
な機能に制約があるため要相談。
•  二次電子像の他、組成コントラストを持つ反
射電子像、明視野透過電子像が観察可能。
•  エネルギー分散型X線（EDX）分析により、
含有元素の定性分析、おおよその定量分析、
元素マッピングが可能。
•  EDX 検出器として、検出面積 60 mm2 で高
感度の検出器XFlash5060FQを搭載。

設備紹介（低真空分析走査電子顕微鏡（SEM-EDX）/SU6600） 担当）今井・石山・平野
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メーカー：JEOL
型　　式：JEM-2100F
導入年度：2003 年度

（主な仕様）
電子銃 フィールドエミッション
加速電圧 200 kV
分解能 0.23 nm（粒子像）

0.1 nm（格子像）
倍率 2,000 ～ 1,500,000 倍
試料 3 mmφ以内

特徴
•  高輝度で高い干渉性の電子線が得られる
フィールドエミッション電子銃（FEG）を搭
載した電子顕微鏡。
•  ナノスケールオーダの超高分解能の像観察や
分析ができる。
•  エネルギー分散型 X線分析装置（EDS）に
よる微小部の元素分析、組成マップが測定で
きる。
•  STEM機能により走査透過像測定が可能。

設備紹介（電界放出形透過電子顕微鏡（TEM）/JEM-2100F） 担当）伊木・上田・賣市・平野
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メーカー：JEOL
型　　式：JXA-8230、SS-94000SXES
導入年度：2023 年度

（主な仕様）
（SEM：JXA-8230）
電子銃 LaB6,W 電子銃
加速電圧 0.2 ～ 30 kV（0.1 kV ステップ）
照射電流 1 pA～ 10 μA
観察倍率 40 ～ 300,000 倍
二次電子解
像度

5 nm（30 kV）

最大試料寸法 100 mm× 100 mm× 50 mmH

（WDS検出器）
検出器 キセノン封入，ガスフロー比

例計数管
分光結晶 TAP，TAPL，LHE1L，

LDE2，LDEB，LIF，LIFH，
PETJ，PETH

X線分光範囲 0.087 ～ 9.3 nm
検出元素範囲 Be～ U

（軟X線分光器：SS-94000SXES）
検出限界 20 ppm
分解能 0.3 eV（Al-L，73 eV）
回折格子 ラミナー型収差補正不等間隔

溝回折格子
CCDカメラ 軟X線分光器用背面照射型X

線 CCDカメラ
取得エネル
ギー範囲

50-170 eV（回折格子 JS50XL）
70-210 eV（回折格子 JS200N）

（EDS検出器）
検出器 ドライ SDエクストラ検出器
素子有効面積 10 mm2

検出元素範囲 B～U
分解能 129 eV 以下（Mn-K ）

特徴
•  WDS は EDS よりも X線エネルギー分解能
が 1桁高いため、エネルギー値が近い元素の
分別が可能となる。
•軟X線分光器により軽元素の分析も可能。

設備紹介（電子プローブマイクロアナライザ（EPMA）/JXA-8230） 担当）石山・平野
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走査プローブ顕微鏡

概要
走査プローブ顕微鏡（Scanning Probe Microscope：SPM）は、試料表面と探針間の原子間力や微
小電流を検出し、気体及び溶液環境下において、原子・ナノレベルの分解能で試料表面の物性を解析
することが出来る。金属や半導体のみならず、有機材料などの絶縁体や、生体分子などの物性測定が
可能である。

設備紹介（Dimension XR Icon Nanoelectrical，Nanoelectrochemical） 担当）湊・上田・今井・杉本

メーカー：Bruker
型　　式：Dimension XR Icon Nanoelectrical
　　　　　 Dimension XR Icon Nanoelectrochemical
導入年度：2019 年度

（主な仕様）
走査範囲 XY：> 85 µm、Z：> 9 µm

ノイズフロア 0.035 nm以下
試料サイズ 最大直径 200 mm、厚さ 15 mm
自動
ステージ

駆動範囲：180 × 150 mm
繰返し精度：3 µm

高解像 CCD
カメラ

5メガピクセル
（デジタルズーム）

測定モード 形状測定
機械特性測定（位相モード、
水平力顕微鏡モード、
フォースカーブモード、
ピークフォースマッピング
モード等）
電気特性測定
電気化学原子間力顕微鏡動作
走査電気化学顕微鏡動作

付属装置 密閉型大気非曝露測定用ボッ
クス
環境制御ユニット
（ 温度：－35 ～ 250 ℃、 
湿度：5～ 80 ％で設定可能）

特徴
•  形状測定、機械特性計測とキャパシタンス・
電流・ケルビンフォース・磁気力等の物性計
測や電気化学特性の同時測定が可能。
•  加熱 /冷却、雰囲気制御（ガス・湿度・溶液
中）、光照射、電気化学反応下、磁場印加等
に対応可能。
•大型自動ステージ（8 inch）
• ドリフトレート 0.2 nm/min（X-Y）
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６．所有設備紹介

測定例
図 1 に、Au/Ni/Si に 形 成 し た（2’R）-（M）
-overcrowded alkene （OCA） と（2’R）-（P）-OCA
の自己組織化単分子膜において、本装置を用いて
得られた磁場印加下における局所伝導度測定の
結果 （R. Malatong et al ., Small 2302714 （2023）） 
を示す。分子のキラリティー制御による電子スピ
ンの選択性の制御が実現されている。

備考
所内外共に協力研究が可能である。

図1.  a）Au/Ni/Si に形成した（2’R）-（M）-overcrowded alkene （OCA） と（2’R）-（P）-OCAの自己組織
化単分子膜で走査プローブ顕微鏡を用いて得られた磁場印加下における局所伝導度測定のイメージ図．
b‒f）それぞれのキラリティーにおいて、N極とS極が上の状態で得られた電流 ‒電圧曲線（詳細は、
Ruttapol Malatong, Takuro Sato, Jakkapan Kumsampao, Taketoshi Minato, Masayuki 
Suda, Vinich Promarak, and Hiroshi M. Yamamoto, Small, 2302714 （2023）を参照）．
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単結晶X線回折装置

概要
単結晶試料にX線を入射すると、結晶構造を反映した回折点が得られる。この回折点の位置およ
び強度から、結晶構造解析が行われる。構造解析により、原子の三次元座標（立体構造）や原子間距
離・結合距離、三次元の電子密度などの情報が得られる。
数十～数百 µmサイズの単結晶試料が作成出来れば、数十分～数時間程度で測定～解析が行える。

設備紹介（MERCURY CCD-1・R-AXIS Ⅳ、MERCURY CCD-2） 担当）岡野

メーカー：Rigaku
型　　式：MERCURY CCD-1・R-AXIS Ⅳ、
　　　　　MERCURY CCD-2
導入年度：1996 年度

（主な仕様）
X線源 回転対陰極型、Mo

50 kV・100 mA（5 kW）

（CCD1、CCD-2 共通）
コリメータ φ0.3、0.5、1.0 mm
カメラ長 35 mm、55 mm、75 mm
ゴニオメータ AFC-7 型χサークル
検出器 Mercury CCD
温度可変 100 ～ 400 K
ソフトウェア 測定：Crystal Clear

データ処理：CrysAlisPro

解析：Crystal Structure、
　　　Olex2

※  R-AXIS は故障中。現在のところ、修理・更
新予定はありません。

測定方法
• マウント
 0.1 ～ 0.5 mm角の単結晶を、ビットに取り付
けたガラス棒の先端、またはマグネット台座
付サンプルループに、接着剤・ワセリン等で
固定。（ゴニオヘッドは、ビット用とマグネッ
ト用があり、CCD-1、－2、HyPix で共用可能）

•  X 線の立上げ・停止
 手順書に沿って、使用の度にX線の立上げ・
停止を行うこと。
•温度可変測定
 PSAを起動させ、1時間程度おいてから、コ
ンプレッサーを起動して冷却を始める。最低
温 100 K まで、約 2 時間かかる。CCD-1 は
ボタン一つで自動停止。CCD-2 は冷却水、
手動停止が必要。
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メーカー：Rigaku
型　　式：HyPix AFC
導入年度：2017 年度

（主な仕様）
X線源 回転対陰極型、Mo

50 kV・16 mA（0.8 kW）
コンフォーカルミラー使用

コリメータ φ 0.3 mm
ゴニオメータ AFC-10κ型
検出器 HyPix-6000HE
温度可変 ・100 K ～室温

　（N2 ガス：PSAより供給）
・24 ～ 100 K
　（Heボンベ：1本 /8時間）

ソフトウェア 測定：CrysAlisPro、
　　　Crystal Clear
解析：Olex2、
　　　Crystal Structure

特徴
• 高輝度X線
 光学系にコンフォーカルミラーを用いてお
り、CCD-1、-2 に比べ、約 10 倍の高輝度 X
線ビームが得られ、測定が難しかった微小結
晶でも測定が可能。ビーム径はφ0.2 mm程
度で、コリメータはやや大きめのφ0.3 mm
のものが取り付けてある。

•検出器
 2017 年度、半導体検出器HyPix-6000HEに更
新。呼称を「MERCURY CCD-3」から現行名
に変更した。検出器取付けの都合からゴニオ
メータも更新、測定・解析ソフトウェアも従
来のソフトに加え表記のものが利用できる。
•低温測定
 ガス吹き付け型の冷却装置で、到達温度は、
N2 ガスモードで 100 K、He ガスモードで 24 
K（実測）。到達時間は、N2 で 240 分、He
で 150 分。運転モードの切り替えは、He か
ら N2 には迅速に切り替え可能だが、N2 から
He の場合は、冷凍機を一旦室温に戻す必要
がある。
 N2 ガスは PSA、He ガスはボンベからの供
給で、He ボンベは稼働中でも交換可能。He
ガス使用の場合、所内利用は実費が必要。

測定方法
• マウント
 0.1 ～ 0.2 mm 角以下の単結晶を、マグネッ
ト台座付サンプルループに、ワセリン等で固
定する。

その他
ケンブリッジ結晶構造データーベース（CSD）
が利用可能。ID・Password等詳細は担当者まで。

設備紹介（微小結晶 /HyPix-AFC） 担当）岡野
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結晶スポンジ法X線回折装置

概要
単結晶X線構造解析は、分子の立体構造を決定する上で最も強力な分析手法である。しかしながら、
この手法を用いるためには、構造を明らかにしたい試料の単結晶が不可欠であり、単結晶作製は時と
して大きな困難を伴う。
「結晶スポンジ法」は、細孔性錯体の結晶（結晶スポンジ）を目的試料の溶液に浸すことで試料分
子を結晶スポンジの細孔内に導入し、単結晶X線構造解析により試料分子の立体構造を明らかにす
るという「結晶化不要の単結晶X線構造解析法」である 1。当センターでは、結晶スポンジ法を用いて、
提供を受けた試料の立体構造を明らかにする。

設備紹介（XtaLAB P200、SuperNova） 担当）三橋

メーカー：Rigaku
型　　式：XtaLAB P200
導入年度：2013 年度

（主な仕様）
X線源 回転対陰極型、Mo/Cu デュ

アル線源
Mo：50 kV・24 mA（1.2 kW）
Cu：40 kV・30 mA（1.2 kW）

コリメータ φ 0.3、0.5 mm
カメラ長 110 mm
ゴニオメータ 1/4χゴニオメータ
検出器 PILATUS 200K
温度可変 100 K ～室温
ソフトウェア CrysAlisPro

メーカー：Rigaku
型　　式：SuperNova
導入年度：2015 年度

（主な仕様）
X線源 封入管型、Mo/Cu デュアル

線源
Mo：50 kV・24 mA（1.2 kW）
Cu：40 kV・30 mA（1.2 kW）

コリメータ φ 0.3、0.5 mm
カメラ長 101.2 mm 
ゴニオメータ κゴニオメータ
検出器 直接光子検出型半導体検出器
温度可変 100 K ～室温
ソフトウェア CrysAlisPro
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特徴
•結晶化不要
 　本手法では、予め合成した結晶スポンジに
単結晶性を保ちながら試料分子を包接させる
ため、試料の結晶化が不要である。そのため、
結晶化が困難な試料や、原理的に結晶化でき
ない油状の化合物の構造解析も可能である。
•微量分析が可能
 　単結晶 1個分に包接されるだけの試料量で
も測定できるため、原理的には数十 ng の試
料から構造決定が可能である。実際には、種々
の包接条件を検討するため、試料量は多いほ
うが望ましい。
•絶対構造決定に有効
 　結晶スポンジの骨格には、ヨウ素や亜鉛と
言った重原子が含まれている。キラルな試料
の包接させた際に骨格がキラルな構造に変形
することがあり、重原子由来の大きな異常分
散が期待できる。この異常分散から、試料の
絶対構造決定が可能である。

測定例
 　図 1 のサントニンをはじめとして、約 300
種以上の有機化合物の（絶対立体配置を含む）
立体構造を決定した。

図1　サントニンの結晶構造

測定方法
•結晶スポンジ作製
 　既報 1‒3 の手順に従い、有機三座配位子と
金属塩の溶液から液―液拡散法により結晶ス
ポンジを作製する（3日～ 1週間）。
•溶媒置換
 　結晶スポンジ作製後は、作成時に用いた溶

媒が細孔内を満たしている。それらは結晶ス
ポンジの骨格と強く相互作用しており、その
ままでは試料を導入することができない。そ
のため、相互作用の弱い溶媒（ヘキサン等）
で結晶スポンジ細孔内を置換する必要がある
（1週間）。
•包接（ソーキング）
 　測定したい試料の溶液を、溶媒置換後の結
晶スポンジが入ったバイアルに滴下し、細孔
内に試料分子を取り込ませる（1日～数週間）。
•測定
 　ループ（図 2）に試料包接後の結晶スポン
ジを載せ、単結晶X線回折装置で測定する
（数時間～ 2日）。

図2　ループに載せた結晶スポンジ

•解析
 　必要に応じて他の分析手法で得られた情報
も併せながら、試料分子の構造モデルを構築
し、構造精密化を行う（数日）。

備考
•  予め「溶媒置換」の項目までは済ませており
ますので、利用者からの試料提供を受けて「包
接」以降を行います。
•  結晶スポンジ法以外で本項の単結晶X線回折
装置（XtaLAB P200、SuperNova）の利用を
希望される場合は担当者までご相談ください。

参考文献
1. Y. Inokuma et al.  Nature 2013, 495 , 461.
2. Y. Inokuma et al.  Nat. Protoc.  2014, 9 , 246.
3. F. Sakurai et al.  Chem. Eur. J.  2017, 23 , 15.
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粉末・薄膜X線回折装置

概要
試料（粉末、薄膜、溶液など）にX線を照射し、回折・反射・散乱されたX線を観測する。得ら
れた回折パターンを既知試料の回折パターンと比較することで同定を行う。同じ物質でも結晶構造が
異なれば回折パターンも異なるため、結晶相を識別できる。また回折線の有無や強度により配向性の
評価可能。薄膜試料の振動パターンから膜厚・粗さ、溶液試料の散乱パターンから粒径・空孔径分布
などの情報も得られる。

設備紹介（RINT-Ultima Ⅲ） 担当）藤原・宮島

メーカー：Rigaku
型　　式：RINT-Ultima Ⅲ
導入年度：2005 年度

（主な仕様）
X線源 Cu：40 kV・40 mA（2 kW）
光学系 集中法、平行ビーム法、小

角散乱
ゴニオメータ 試料水平θ－θ型
検出器 シンチレーション検出器
ステージ 回転試料台

キャピラリ回転試料台
小角散乱試料台
低温試料台（40 ～ 300 K）

オプション モノクロメーター
高分解能 PSA

制御 PC Windows7

ソフトウェア PDXL（基本、定性、リー
トベルト、PDF-2）、Nano-
Solver

特徴
•  主に粉末試料における定性分析（同定）に用
いられる。粉末回折データベース（PDF-2）
と照合することで同定を行う。
•  CBOユニットにより、集中法、平行ビーム法、
小角散乱光学系の切り替えが可能。
•  平行ビーム法により、試料成形の難しい試料
でも、容易に測定可能。
•  自動可変スリットにより、ソフトウェア上か
らスリット幅を設定可能。

測定方法
•  試料準備
 ガラス板や無反射試料板、キャピラリ等に試
料を充填。（ガラス板、無反射試料板は貸出可）
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メーカー：Panalytical
型　　式：Empyrean
導入年度：2019 年度

（主な仕様）
X線源 Cu 45 kV・40 mA（1.8 kW）

Mo 60 kV・40 mA（2.5 kW）
光学系 Cu Bragg-Brentano HD

集光ミラー
2結晶 Ge（220）ハイブリッ
ドモノクロメータ
X線レンズ

Mo 集光ミラー
2結晶 Ge（220）ハイブリッ
ドモノクロメータ

ゴニオメータ 試料水平θ－θ型
検出器 プロポーショナル検出器

半導体検出器（PIXcel3D 
2x2、GaliPIX3D）

ステージ 反射 /透過スピナー
3 軸（Chi-Phi-Z）クレード
ル＋X-Y ステージ
キャピラリスピナー

オプション DCS500（－180 ～ 500 ℃）
HTK1200N（RT～ 1200 ℃）
ScatterX78

制御 PC Windows10

ソフトウェア Data Collector
HighScore Plus
XRD2DScan
AMASS
Texture
EasySAXS
PDF-4+

特徴
•  複数の光学系、ステージ、検出器により、様々
な材料（粉末、薄膜、ナノ材料、電池、有機・
無機材料など）に対応。
•  PreFIX（Pre-aligned Fast Interchangeable 
X-ray）機構により、光学系やステージを容
易に交換可能。
•  ドーム型中低温アタッチメント（DCS500）
や高温アタッチメント（HTK1200N）は、早
い昇降温・優れた温度安定性を持ち、反応
中・素子動作中のオペランド計測へも対応可
能。DCS500 は反射測定、HTK1200N は反射
測定および透過測定に対応。
•  真空チャンバーを搭載した ScatterX78 によ
り、空気散乱を抑えた高感度の小角および広
角X線散乱（SAXS/WAXS）測定が可能。
•  CdTe 半導体を用いた GaliPIX 3D 検出器は、
Mo に対しほぼ 100% の検出効率をもつ。
PDF（Pair Distribution Function：二体分布
関数）測定に対応し、局所構造の評価が可能。

測定方法
•  試料準備
 ガラス板や無反射試料板、キャピラリ等に試
料を充填。（ガラス板、無反射試料板は貸出可）

備考
初めての利用の方は、お問合せ下さい。

設備紹介（Empyrean） 担当）藤原・宮島
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Ｘ線溶液散乱装置

概要
液状の試料を光軸上に設置してX線を照射し、散乱されたX線の強度や角度分布を 2次元検出器
で記録する。均一なタンパク質溶液試料の場合、結晶性（配向性）試料とは違って散乱像は等方的に
なる。したがって、散乱原点を中心に円環平均すると散乱角度（Q）に依存した散乱Ｘ線強度I（Q）
が得られる。タンパク質溶液からの散乱強度、溶媒のみからの散乱強度、これらを個別に記録して差
分を取ると、溶質（タンパク質分子）の散乱曲線が得られる。この散乱曲線には構造情報が含まれて
おり、ギニエ解析による回転半径や原点散乱強度の評価、間接フーリエ変換による動径分布距離解析、
低分解能像（分子形状）の推定、既知の結晶構造との比較、などを通してタンパク質分子の大きさや
形状を見積もることができる。（図 1）

設備紹介（NANO-Viewer） 担当）秋山

メーカー：Rigaku
型　　式：Nano-Viewer
導入年度：2013 年度

（主な仕様）
Ｘ線 1.5418 Å
検出器 PILATUS 200K
試料／検出器距離 100 ～ 1,000 mm
Ｑレンジ（Å-1） 0.0063 ～ 1.703 Å
d（Å） 3.7 ～ 994 Å
試料体積 26 µL
試料温度 4～ 100 ℃

小角カメラ表
検出器はDECTRIS 社の PILATUS 200K を
採用している。検出器を平行移動させることで、

モジュール間の継ぎ目のない散乱・回折パター
ンを記録することもできる。各スリットのピン
ホール径、ビームストッパー径、試料と検出器
の距離などを変化させて、試料に最適な小角カ
メラを選ぶ。下表のように、現状ではA～Kで
区別される 12 段階の小角カメラで運用してい
る。それ以外の設定については管理者と要相談。
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BSA標準散乱
標準試料として用いられる牛血清アルブミン

（BSA）の散乱パターンをA～ Kの小角カメ
ラで記録した（下図）。3 mg/ml の試料濃度で
30 min 積算を基本とし、広角測定（A，B）と
極小角測定（K）では 10 mg/ml で 60 min の
積算としている。図中の散乱曲線は試料濃度と
露光時間に対して規格化されているが、ビーム
強度に対しては規格化されていない。小角カメ
ラ設定がAからKとなるにつれ、測定可能領
域は広角（高分解能）側から小角（低分解能）
側へとシフトしていき、同時に入射ビーム強度
が弱くなるために信号強度が弱くなっていく。

セルと試料ホルダ
溶液試料には専用セルとセルホルダが準備さ
れている。標準セルの容量は 26 マイクロリッ
トルである。試料体積のより小さいセルでも測
定可能だが、その場合は管理者と事前に相談の
こと。試料温度は 4 ～ 100 ℃の範囲で制御可
能である。個体試料（フィルム、ファイバーな
ど）についても専用の試料ホルダを用いて測定
できる（温調はなし）。

試料準備室
X線溶液散乱装置の周囲には生化学実験を行
うための機器類が整備されており、タンパク質
をはじめとする生体高分子試料の調製や評価が
できる。主な機器としては、微量分光光度計
（NanoPhotometer P330, Implen）、電子天秤
（CP3202S, CP224S, Sartorius）、pH計（LAQUA 
F-73, HORIBA）、高速液体クロマトグラフィー

図1　X線溶液散乱測定・解析の概要
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（AKTA－ FPLC, GE）、動的光散乱（DynaPro 
Titan, Wyatt）、卓上クリーンベンチ（Clean 
Booth BB-100, AS ONE）、 超 音 波 洗 浄 機
（1510J-MT, BRANSON）、微量透析システム
（Bio-Tech, COSMO BIO）などがある。

備考
サブナノ～サブミクロンにわたる広い空間ス
ケールを扱う本装置は、多階層からなる分子シ
ステム（生体高分子やソフトマター）の研究に
貢献する。共同研究にとどまらず、X線溶液散
乱実験に関心のある研究者・学生への指導、実
験計画段階での相談、放射光ビームラインへの
橋渡し、課題申請書の作成、などについて可能
な限り支援をしている。

URL
https ://groups . ims.ac . jp/organizat ion/
akiyama_g/equipment/imsaxs.html
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 電子分光装置

概要
機能性材料バンド構造分析システムは、角度分解紫外光電子分光法（ARUPS：Angle-Resolved 

Ultraviolet Photoelectron Spectroscopy）を用い、固体・薄膜試料の価電子バンド構造を決定するこ
とができる装置である。希ガス共鳴線による外部光電効果で機能性材料から放出された電子（光電子）
のエネルギー分布と放出角度分布を計測することでバンド構造が得られ、これにより機能性材料の電
子機能（例えば、最も基本的なイオン化エネルギーや仕事関数、伝導電荷の有効質量やスピン軌道相
互作用など）を調べることができる。
X線光電子分光（XPS：X-ray Photoelectron Spectroscopy）装置は、超高真空中で試料にX線を
照射し、放出される電子（光電子）を検出する装置である。放出される光電子は、対象となる原子の
内殻電子に起因するものであり、そのエネルギーは元素ごとに定まることから、エネルギー値を知る
ことで定性分析を行うことができる。原子の置かれている環境（化学状態）によって電子状態が変わ
ることからピーク位置が僅かにシフトすることを利用して、化学構造解析を行うことができることか
らESCA（Electron Spectroscopy for Chemical Analysis）とも呼ばれる。

設備紹介（機能性材料バンド構造顕微分析システム（ARUPS）） 担当）田中・解良

メーカー：VG Scienta
型　　式：DA30
導入年度：2014 年度
（主な仕様）
電子分光器 静電半球型 200 mm 電子レン

ズ（ディフレクター搭載）
紫外光源 マイクロ波放電方式

He I，He II 共鳴線単色化機構
・He I  = 21.218 eV
・He II  = 40.814 eV

エネルギー
分解能

He I 線を用いた金基板のフェ
ルミ端の半値幅は 9 meV 程度
（温度：8.6 K、パスエネルギー：
2 eV、入射スリット：200 µm）

E n t r a n c e 
Slit

（1）0.1 mm
（2）0.2 mm
（3）0.3 mm
（4）0.5 mm
（5）0.8 mm
（6）1.5 mm
（7）2.5 mm
（8）4.0 mm

真空度 6× 10-9 Pa 以下
装備機器 低速電子線回折（LEED）

Ar イオンスパッタガン
各種加熱機構（通電・電子衝
撃・セラミックヒーター）

制御系 OS: Windows 8，実験データは、
バイナリー形式やテキスト
ファイル形式など。専用解析
ソフトを提供可能。

機器センターたより ｜ 47



６．所有設備紹介

特徴
① 一般的な静電半球型電子分析器では困難な微
小試料の二次元波数空間マッピングが可能
② 広い温度領域（8～ 400 K）における電子状
態測定が可能
③ 低速電子線回折法による二次元結晶構造を決
定することが可能
④ 様々な試料形態の表面処理が可能な機器（Ar
イオンスパッタ機構、電子衝撃加熱機構、通
電加熱機構）を搭載 などが挙げられ、様々
な分野の機能性材料の電子状態評価に対応可
能な実験装置となっている。

測定例
図 1にAuの He I  ARUPS スペクトルを示

す。測定は、温度 8.6 K、パスエネルギー（Epass）
2 eV、スリット幅（Wslit）200 µm で行った。
角度積分モードでは 5分程度の測定時間で十分
な SN比のデータが得られた。Fermi-Dirac 分
布関数を用いたフェルミエッジのフィッティン
グ解析よりエネルギー分解能は 9.4 meV と見
積った。Epass とWslit の組み合わせによって、
より高分解能な測定が可能である。
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図1　 He I によるAu板のARUPSスペクトル
（a） 価電子帯全域，（b） フェルミ準位近傍

本装置の大きな特徴として、DA30 アナライ
ザーのディフレクター機能を用いることで、
ARUPS スペクトルの 2次元波数空間（ x, y）
マッピングを容易に得ることができる点が挙げ
られる（※一般的なアナライザーは x のみ）。
図 2 に高配向性熱分解グラファイト（HOPG）
のHe I  ARUPS イメージを示す。HOPGやグ
ラフェンでは、π電子系が円錐状の分散（ディ
ラックコーン）を示すことが知られている。本
装置を用いることで、このような電子状態を高
精度かつ容易に得ることが可能である。

図2　 He I による HOPGの ARUPS スペクトル
イメージとディラック点近傍（kx ～ 1.7 Å－1）
における等エネルギー面マッピング。
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メーカー：VG Scienta
型　　式：R4000L1
導入年度：2013 年度

（主な仕様）
光電子分析器 R4000L1
エネルギー分解能 1.8 meV 以下
スポットサイズ 1× 3 mm2

光源 Al-K 単色 X線源
（MX-650）
 エネルギー幅 200 meV
真空紫外光源
（VUV5K）

装備機器 中和電子銃
イオン源

制御系 OS: Windows 10
実験データはテキスト
ファイル形式、Igor ファ
イル形式。

特徴
汎用性も高いハイスペックX線光電子分光シ
ステム。その他にグローブボックスを完備して
おり、大気非曝露での試料導入が可能。

設備紹介（X線光電子分光（XPS）/R4000L1） 担当）伊木・平野・湊・横山
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電子スピン共鳴（ESR）装置

概要
電子スピン共鳴（ESR）装置は、不対電子（電子スピン）をプローブとした分光装置である。静磁
場中に置かれた電子スピンのエネルギー準位は分裂し、一定のマイクロ波を加えながら静磁場を掃引
すると、このエネルギー差に相当する磁場で共鳴が起こる。この共鳴磁場や吸収強度などの観測から、
電子スピンを持つ原子や分子の量、構造、電子状態などに関する情報が得られる。ESR 装置は、有
機ラジカルや遷移金属などを含む物質の物性研究の他にも、放射線や酸化などにより不対電子が生じ
た岩石や食品の評価、触媒や重合反応などのプロセス追跡にも利用される。

設備紹介（EMX Plus、E500） 担当）藤原・伊木・浅田・宮島・中村

メーカー：Bruker
型　　式：EMX Plus
導入年度：2005 年度
（主な仕様）
周波数 X-band（9.4 GHz）
マグネット －5 mT～ 1.45 T
共振器 高感度（ER 4119HS）

デュアル（ER 4116DM）
光透過（ER 4106OR）

温度可変 （ESR900）4 ～ 300 K
（ER4131VT）100～300 K［LN2］
　　　　　  RT～ 500 K［Air］

オプション テスラメーター
ゴニオメーター
光照射（Thorlabs SLS402）

メーカー：Bruker
型　　式：E500
導入年度：1998 年度
（主な仕様）
周波数 X-band（9.4 GHz）
共振器 二重矩形（ER 4105DR）

ENDOR（EN 801）
温度可変 （ESR900）4 ～ 300 K

（ESR910）1.5 ～ 4 K
周波数 Q-band（34 GHz）
共振器 ER 5106QT-W
温度可変 4～ 300 K（CF935）

（共通）
マグネット －5 mT～ 1.45 T
オプション テスラメーター

ゴニオメーター、光照射
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特徴
•  EMXでは、磁場・シグナル強度ともに 24bit
対応で高解像度測定が可能。
•  E500 では、CW-ENDOR 測定（LHe および
LN2）が可能。また X-band に加え Q-band
での高分解能測定も可能。
•  X-band では、高感度、デュアルモード（許容・
禁制遷移の観測）、二重矩形（定量・g値較
正）、光透過の各種共振器を、測定に応じて
選択でき、温度可変測定にも対応。

測定方法
•  粉末、液体の場合は、石英管（X-band：外
径φ 4 mm、長さ 250 mm、Q-band：外径φ
2 mm、長さ 100 mm）に試料を封入。
•  単結晶の場合は、少量のアピエゾンNグリー
スで石英棒φ 4mmに固定。

備考
•  毎月マシンタイム調整にて、翌月の予約を決
定している。当月 1日より、空いているマシ
ンタイムは随時予約解禁。

メーカー：Bruker
型　　式：E580
導入年度：2022 年度

（主な仕様）
周波数 X-band（9.4 GHz）
マグネット －5 mT～ 1.45 T
共振器 CW／高感度（ER 4122SHQ）

　　　標準矩形（ER 4102ST）
パルス／ER4118X-MD5W

温度可変 CW／ 4～ 300 K（ESR900）
パルス／ 4～ 300 K（CF935）

オプション テスラメーター
ゴニオメーター

特徴
•  EMXの高分解能測定、E500 のソフトウェア
インターフェースを併せ持つ機種。
•  円筒型高感度共振器または矩形型標準共振器
の選択により、測定に適した感度を選択可。
•  CW測定の他に、パルス測定が可能。時間平
均を観測している CW測定に対して、パル
ス測定ではスピンダイナミックスを直接観測
が可能。

測定方法
•  粉末、液体の場合は、石英管（CW用：外径
φ 4 mm、長さ 250 mm、パルス用：外径
φ 4 mm、長さ 100 mm）に試料を封入。
•  単結晶の場合は、少量のアピエゾンNグリー
スで石英棒φ 4 mmに固定。

備考
•  パルス測定をご希望の方は、お問合せ下さい。
•  毎月マシンタイム調整にて、翌月の予約を決
定している。当月 1日より、空いているマシ
ンタイムは随時予約解禁。

設備紹介（E580） 担当）藤原・伊木・浅田・宮島・中村
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メーカー：Bruker
型　　式：E680
導入年度：1998 年度

（主な仕様／X-、Q-band）
周波数 X-band（9.4 GHz）
共振器 ER 4118X-MD5W

EN 4118X-MD4
周波数 Q-band（34 GHz）
共振器 EN 5107D2

ER 5106QT-E

（X-、Q-band 共通）
マグネット －5 mT～ 1.45 T
温度可変 4～ 300 K（CF935）
オプション AWG（任意波形発生器）

テスラメーター
ENDOR用 RFアンプ
ナノ秒波長可変レーザー

（主な仕様／W-band）
周波数 W-band（94 GHz）
温度可変 4～ 300 K
マグネット 超伝導マグネット

（6 T スプリット型）
＋掃引コイル（70 mT）

特徴
•  X-、Q-、W-band の多周波測定が可能
•  パルス測定が可能。さらに ENDOR 測定や
ELDOR測定（X-、Q-band）にも対応してお
り、核スピンや電子スピンの緩和時間などの
ダイナミクスの直接測定や、電子スピン間の
相互作用の強さから距離情報も得られる。
•  任意波形発生器（AWG）により、照射する
マイクロ波の周波数・振幅・位相を自由に制
御でき、広帯域・選択的励起が可能。
•  ナノ秒波長可変レーザーにより 30 Hz、250
～ 2000 nm での光誘起時間分解測定（X-、
Q-band）も可能。

測定方法
石英管（X-band：外径φ 4 mm、Q-band：
外径φ 1.6 mm、W-band：外径φ 0.9 mm、長
さ 100 mm）に試料を封入。

備考
•  初めての利用の方は、お問合せ下さい。
•  毎月マシンタイム調整にて、翌月の予約を決
定している。当月 1日より、空いているマシ
ンタイムは随時予約解禁。

設備紹介（E680） 担当）浅田・藤原・伊木・宮島・中村　レーザー担当）上田
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SQUID型磁化測定装置

概要
磁場または温度を変えながら磁化測定を行い、物質の磁気特性を調べる装置である。SQUID（超

伝導量子干渉素子）が搭載されており、微少な磁化変化を検出できる。有機磁性体の研究、超伝導体
の新素材研究や記録媒体の評価など、磁気物性や材料工学などの広い研究分野で利用されている。

設備紹介（MPMS-7、MPMS-XL7） 担当）宮島・藤原・伊木・中村

メーカー：Quantum Design
型　　式：MPMS-7
導入年度：1995 年度

（主な仕様）
温度範囲 1.8 ～ 400 K

300 ～ 800 K（オーブン使用時）
磁場範囲 ± 7 T（70,000 Oe）
ト ラ ン ス
ポート

スタンダード、RSO

オプション 液体窒素ジャケット
サンプルスペースオーブン
マグネットリセット
垂直・水平サンプルローテータ
トランスバース検出

（MPMS-7、-XL7 共用オプション）
共 用 オ プ
ション

光照射用ロッド
圧力セル用ロッド

メーカー：Quantum Design
型　　式：MPMS-XL7
導入年度：2002 年度

（主な仕様）
温度範囲 1.8 ～ 400 K
磁場範囲 ±7 T（70,000 Oe）
ト ラ ン ス
ポート

スタンダード

オプション AC測定
（周波数：0.01 Hz ～ 1 kHz）
（交流磁場：～ 6 Oe）
超低磁場
マグネットリセット
電気抵抗測定用ロッド
外部機器制御ソフト（EDC）
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特徴
•  測定はシーケンス（測定プログラム）に従っ
て自動的に行われる。
•  4.2 K 以下において温度保持でき、4.2 K を挟
んで滑らかな温度変化が可能。
•  光照射や圧力下における磁化測定が可能。
•  MPMS-7 では、オーブン使用時、800 K まで
の高温測定が可能。トランスバース検出シス
テムにより、横磁化（磁場と直交した磁化）
の測定が可能。
•  MPMS-XL7 では、AC 測定により、緩和時
間等・スピンのダイナミクスを調べることが
可能。また超低磁場オプションおよびマグ
ネットリセットにより、サンプル中心におけ
る残留磁場を 0.05 Oe 以下に抑えた低残留磁
場中での測定が可能。（図 1、2参照）
　 EDC により、電流源とナノボルトメーター
を用いた電気抵抗測定など、外部機器の制
御・データ取込が可能。

測定
•  ストロー（外径φ 6 mm）の中央にサンプル
を固定。サンプル形状等により、カプセルや
ラップ、アルミホイルなどを利用。上記以外
に必要なものは、各自で用意すること。オー
ブン利用時は、ガラス管（外径φ 3 mm以下）
にサンプルを固定し、銅線でロッドに吊す。
•  サンプル交換は、300 K で行うこと。
•  終了時に LHe トランスファーを行い、満タ
ンにすること。（MPMS-7 の週末利用者は、
LN2 トランスファーも行うこと。）
•  He レベルは、超伝導磁石を冷却するために
40 % 以上に保持する必要がある。特に高磁
場をかける場合は、Heレベルに注意すること。

He Level 使用可能な最大磁場
50 ～ 100 % 7 T
40 ～ 50 % 1 T
40 % 以下 実験不可

備考
•  マシンタイムの切り替えは、午前 10 時。
•  毎月マシンタイム調整にて、翌月の予約を決
定している。当月 1日より、空いているマシ
ンタイムは随時予約解禁。

図1　磁場勾配プロファイル

図2　磁化の磁場依存性
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メーカー：Quantum Design
型　　式：MPMS-3
導入年度：2022 年度

（主な仕様）
温度範囲 1.8 ～ 400 K

315～ 1000 K（オーブン使用時）
磁場範囲 ± 7 T（70,000 Oe）
ト ラ ン ス
ポート

スタンダード

オプション オーブン
AC測定
（周波数：0.1 Hz ～ 1 kHz）
（交流磁場：～ 10 Oe）
超低磁場（ULF）±0.05 Oe
電 気 抵 抗 測 定 オ プ シ ョ ン 
（ETO） 

※液体窒素ジャケット、マグネットリセットは
標準装備。当装置はVSMには対応していない。

特徴
•  温度は最大 50 K/min で変化させることが可
能であり、温度の安定性が従来のものより優
れている。
•  磁場は最大 700 Oe/sec で変化させることが可
能であり、磁場変化が格段に早くなっている。
•  シーケンスが従来のものから、若干変更され
ており、MPMS-7、XL7 のシーケンスと互換
性がない。
•  サンプルホルダーはストローの他、石英ホル
ダー、真鍮ホルダーが利用可能。
•  ETO のサンプルホルダーは最大 8端子測定
が可能であり、4端子までの測定であれば 2
つのサンプルの同時測定が可能。
•  ETOでは dV/dI、I-V 測定も可能。
•  オーブンは従来のものと異なり、サンプルホ
ルダーにヒーターが付いており、サンプル位
置のみ局所的に加熱する方式になっている。
オーブンを希望される場合には、熱分析装置
TG-DTAにて試料の分解等が生じないこと
を確認のこと。

各装置で可能な測定

MPMS 3 MPMS 7
MPMS
XL7

直流磁化（DC） ◯ ◯ ◯
交流磁化（AC） ◯ × ◯
電気抵抗 ◯ × ◯
オーブン ◯ ◯ ×

超低磁場（ULF） ◯ ◯ ×
角度回転 × ◯ ×
RSO（VSM） × ◯ ×
横磁化 × ◯ ×

圧力，光照射 × ◯ ◯

設備紹介（MPMS-3） 担当）宮島・藤原・伊木・中村
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 熱分析装置

概要
熱分析装置は試料を温度変化させた際の熱変化などを測定する装置である。当センターには主に固
体・粉末試料の熱量変化を測定するDSC、熱量・重量変化を測定するTG-DTAに加え、溶液内の熱
変化を測定するVP-DSC、溶液中で分子間の結合時の熱変化を測定する ITC装置が設置されている。

設備紹介（VP-DSC） 担当）長尾・賣市

メーカー：MicroCal、型式：VP-DSC
導入年度：2009 年度

（主な仕様）
温度範囲 1～ 130 ℃
セル容量 500 µl

（試料必要量 600 ～ 750 µl 以上）
スキャン
速度

upscan mode : 0 ～ 90 ℃ /hr
downscan mode : 0 ～－60 ℃ /hr

付属品 ThermoVac

特徴
•  温度を一定速度で変化させ、試料物質の転移
もしくは変性に伴う熱変化を測定する。溶液
中の生体高分子に特化した仕様となっている。

メーカー：MicroCal、型式：PEAQ-ITC
導入年度：2021 年度

メーカー：MicroCal、型式：iTC200
導入年度：2009 年度

（主な仕様：PEAQ-ITC，iTC200）
温度範囲 2～ 80 ℃
セル容量 200 µl

（試料必要量 300 ～ 350 µl 以上）
滴定シリン
ジ容量

40 µl
（試料必要量 65 µl 以上）

特徴
•  温度一定下の条件において、リガンド滴下に
より 2種の分子が相互作用する時に生じる反
応熱を測定する。溶液中の生体高分子に特化
した仕様となっている。
•  PEAQ-ITC は iTC200 の後継機種です。セミ
オートのメンテナンス機能により操作が簡便
になりました。

設備紹介（PEAQ-ITC，iTC200） 担当）長尾・賣市
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メーカー：Rigaku
型　　式：TG-DTA8122
導入年度：2017 年度
　　　　　（2021 年度に試料自動交換機導入）

（主な仕様）
温度範囲 RT～ 1000 ℃
サンプルパン アルミナ、Pt、Al:

φ5 mm× 2.5 mmh（45 µl）
昇温速度 1 ℃ /h ～ 20 ℃ /min

500 ℃以上（5 ℃ /min ～）
降温速度 20 ℃ /min（300 ℃まで）

10 ℃ /min（200 ℃まで）
 5 ℃ /min（150 ℃まで）
（空冷冷却ファン使用時、
1000 から 50 ℃まで 20 分）

測定レンジ TG  最大± 250 mg
DTA 最大± 1000 µV

オプション 試料観察アタッチメント
15fps（1280 × 1024 pixel）
試料自動交換機

※  Al 容器は 500 ℃まで、500 ℃を超える測定
ではアルミナ（Al2O3）、Pt 容器を使用。

メーカー：Rigaku
型　　式：DSC8231
導入年度：2017 年度
　　　　　（2021 年度に試料自動交換機導入）

（主な仕様）
温度範囲 －130 ～ 500 ℃
サンプルパン Al：φ5 mm×2.5 mmh（45 µl）
昇温速度 1 ℃ /h ～ 20 ℃ /min
降温速度 20 ℃ /min（70 ℃まで）

10 ℃ /min（－50 ℃まで）
 5 ℃ /min（－100 ℃まで）

DSCスケール ± 100 mW
オプション 液体窒素冷却ユニット

試料自動交換機
ダイナミックDSC

共通
ガス N2、Ar
特殊パン クリンプ容器：Al

シール容器：Al、SUS（高圧
用）

設備紹介（TG-DTA8122/DSC8231） 担当）宮島・藤原
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特徴
•  示差走査熱量計（DSC）は、液体窒素冷却ユ
ニットにより、広範囲の昇降温測定が可能。
•  差動型示差熱天秤（TG-DTA）は、リアルタ
イムで試料の形状や色彩変化、流動性等を観
察でき、最短 1秒間隔でキャプチャ画像を保
存できる（下図参照）。ソフトウェア上では、
時間や温度等の数値読取りと連動した画像表
示、寸法計測も可能。

図　PETの TG-DTA（上）、DSC（下）測定

•  一定温度ホールド測定を行う際、オーバー
シュートやアンダーシュートをさせないよう
に温度を制御することが可能。
•  解析ソフトウェアは、自動ピークトップ解析
やガラス転移温度解析、熱量計算解析機能、
複数測定データの多重表示やExcel への解析
データ書き出しも可能。
•  試料自動交換機（Smart Loader）が導入され、
最大 24 サンプルまで、試料交換が自動で測
定が可能。

•  ダイナミックDSC（温度変調DSC）機能が
追加され、ガラス転位、エンタルピー緩和、
再結晶化などの変化を分離することが可能。
•  DSC にプレヒート機能が追加され、測定終
了後、室温（29 ℃）にキープすることが可能。
低温測定後の試料回収時に試料周りに霜がつ
くことがなくなりました。
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質量分析計

概要
質量分析計は試料導入部・イオン化部・質量分離部から構成される。機器センター所有の装置はイ
オン化部としてMALDI、ESI、FAB、EI、CI がある。サンプルの性質によって適切なものを選択す
ると、分子イオンから分子の質量、フラグメントイオンから分子の構造に関する情報が得られる  。

設備紹介（microfl ex LRF） 担当）賣市・藤川

 

メーカー：Bruker Daltonics
型　　式：microfl ex LRF
導入年度：2018 年度

（主な仕様）イオン化法　MALDI
質量範囲 m/z 1 ～ 300,000
リニアモード
分解能

400（insulin）
600（Myoglobin M 2+）
700（Cytochrome C）
800（Myoglobin）

リフレクター
モード
分解能

>6,000（Angiotensin Ⅱ）
>9,000（Bombesin）
>10,000（ACTH（1-17））
>12,000（ACTH（18-39））

リニアモード
質量精度

200 ppm
　（External Calibration）
150 ppm
　（Internal Calibration）

リフレクター
モード
質量精度

75 ppm
　（External Calibration）
15 ppm
　（Internal Calibration）

 特徴
測定には感度、分解能が異なる Linear mode
と Refl ector mode の 2 種類がある。
Linear mode による測定は一般的に高感度、
低分解能であり、Refl ector mode はフライト
チューブ内でイオンを反転させることによって、
初期運動エネルギーの広がりを収束させる効果
と飛行距離を伸ばす効果により高分解能を実現
している。しかし、感度の点においてはLinear 
mode より低下する。測定の際には、初めに
 Linear mode で目的のピークの有無を確認した
後、分解能が不足している場合には更に
Refl ector modeでの測定をすることを薦めたい。
また、Refl ector mode によるmass range は
約 24,000 Da 程度になるので注意が必要である。
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メーカー：JEOL
型　　式：JMS777V
導入年度：2008 度
（主な仕様）イオン化法　FAB、EI、CI
質量範囲 最大質量数 2,400 ダルトン

（加速電圧 10 kV）
分解能 EI モード

R≧ 60,000（10 % 谷）
感度 FABモード :8× 10-11A以上

MH+=369 グリセロール
（R=1,000）
EI モード :4 × 10-7 クーロ
ン /μg以上
M+=298 メチルステアレー
ト（R=1,000）
CI モード :3 × 10-8 クーロ
ン /μg以上
MH+=299 メチルステア
レート（R=1,000）

特徴
高 速 原 子 衝 撃 イ オ ン 化 法（Fast Atom 
Bombardment）。試料溶液、または試料をマト
リックスに溶解した溶液を中性原子で衝撃しイ
オン化を行う。試料に対する高速原子衝撃は次
の三つの過程を経て行われる。
（1） キセノンガス（Xe）がイオン銃（3 kV）

内でXe+ イオンとなる。

（2） 生成 Xe+ イオンが電場勾配をもったイオ
ン銃の中を高速で通過後、Xe で充たされ
たガスチャンバー（－3 kV）へ導入される。
そこで電荷交換（Charge exchange）され
て 6 keV の高速中性粒子Xe* が生じる。

（3） この高速中性粒子はターゲット（試料表面）
を約 20°の角度で衝撃し二次イオンを生成
する。

相互利用（無料）で利用者自身での測定を推奨。
依頼分析（有料￥2100/ 測定）を以下のように
行っている。測定結果の確認のため立会希望。
（1） 1 試料につき数mg程度を採取しやすいサ

ンプル管に入れて下さい。
（2） サンプル管には試料名を明記して下さい。
（3） 依頼は大学連携研究設備ネットワークを通

して受け付けます。質量分析依頼書に必要
事項を記入の上、PDFファイルに変換し、
アップロードして下さい。

　　 希望測定期限には 1週間以上先の日付を入
力して下さい。

（4） 測定日をメールにてお知らせしますので指
定された日に試料を山手 4 号館 4F404 号
室にお持ち下さい。

測定例
未知試料の測定結果を図 1に記載する。

図1　未知試料の測定結果

備考
所外公開はせず、所内専用で運用している。
CI モードは測定経験のあることが条件。

設備紹介（JMS777V）　 所内専用  担当）賣市・藤川
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メーカー：Bruker Daltonics
型　　式：maXis
導入年度：2018 年度
（主な仕様）イオン化法　ESI
質量範囲 m/z 20 ～ 20,000
分解能 40,000（Agilent Tuning mix 

1222 のピーク、positive 測定）
質量精度 2 ppm

特徴
maXis はエレクトロスプレーイオン化法飛
行時間型質量分析計（ESI TOF MS）である。
小分子（配位子等）のHRMS（ハイレゾリュー
ションマス）の測定に用いられる。また、他の
質量分析装置に比べ穏和なイオン化条件を用い
ているため、超分子錯体など不安定な分子の質
量分析もおこなうことが可能である。非常に感
度の良い測定法（ppm オーダーのサンプルで
も測定可能）であるため、測定時には濃度が濃
いサンプルをうたないこと。

  備考
所外公開はせず、所内専用で運用している。

設備紹介（maXis）　 所内専用  担当）賣市・藤川
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顕微ラマン分光装置

概要
ラマン分光は赤外分光と共に最も広く応用されている振動分光法である。2光子過程であるラマン
散乱は 1光子過程の赤外吸収と光学的な選択律が異なっており赤外吸収と相補的な情報を与えること
から両者は併用されることも多い。ラマン信号は通常微弱だが励起光が中間状態と共鳴するときに顕
著な増幅をしめす。この効果を利用することで混合物質中の目的物質を選択的にキャラクタリゼー
ションする等、赤外分光では不可能な高度な観測が可能である。

設備紹介（inVia Refl ex） 担当）賣市

メーカー：RENISHAW
型　　式：inVia Refl ex
導入年度：2009 年度
（主な仕様）
レーザー 波長 488, 532, 633, 785 nm
分光器 分光器 シングルモノクロ

メータ（f=250 mm）
分解能 1 cm-1

測定範囲 100 ～ 3200 cm-1

検出器 CCD Back - i l l um i n a t ed 
deep-depletion
（578 × 386 Channel）

顕微鏡 顕微鏡 Leica 製（アダプター
使用によりMitutoyo
社製長作動距離対物
レンズ使用可）

対物レンズ
倍率

5, 10, 20, 50, 100

空間分解能 1 µm （lateral）, 2 µm 
（depth） （× 100）

冷却器 冷却方式 ヘリウム連続フロー
（試料室は真空）

温度領域 4～ 350 K

特徴
本装置は近赤外から紫外に近い領域までの複

数の励起レーザーを装備し、多数の励起光を駆
使した共鳴ラマン測定が可能である。特に、最
新のCCDカメラの採用により、近赤外励起光
を利用する蛍光を回避しながらのラマン観測が
効率化され、従来のラマン測定は難しいとされ
てきた発光性クロモファーを含む多くのバイオ
系試料なども取り扱うことができる。ユニーク
な共焦点光学系により低背景雑音と高感度とが
両立され、高い空間分解能を生かし 2次元ある
いは 3次元マッピング測定も可能である。最大
の特徴は波長校正、光路調整等の多くの作業が
すべて自動化されたユーザーフレンドリーな操
作環境にあり、装置操作の習熟に時間を費やす
ことなく有効なデータを素早く収集可能である。

測定方法
信号検出は実体顕微鏡を通じた後方散乱配置

で行う。顕微鏡観測できる物質は形態を問わず試
料として用いることができるが、散乱光が拡散さ
れにくい平坦な面を持つ試料が有利。低温測定に
は熱伝導型の光学クライオスタットを使用する。
試料空間を脱気するため揮発性試料の測定はキャ
ピラリーに封じるなどの利用者による工夫が必要。
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フーリエ変換赤外（FTIR）分光光度計

概要
分子や固体結晶を構成する原子は化学結合の状態を反映した振動数で振動している。その固有振動
数は経験則や量子化学計算により体系的に理解されており、赤外領域に現れるこれらの共鳴吸収を調
べることで物質の局所構造を詳しく解析することができる。主な用途として、単分子膜等における微
弱な赤外信号の観測や、金属配位結合やイオン結合、分子全体の集団運動等の低波数振動、結晶の格
子フォノン等の解析が挙げられる。

設備紹介（IFS 66v/S） 担当）賣市

メーカー：Bruker
型　　式：IFS 66v/S
導入年度：2004 年度
（主な仕様）
Beam Splitter 波長領域 （cm-1）
Far-IR Mylar 20 ～ 500
KBr 375 ～ 7,000
CaF2 2,800 ～ 12,000
Quartz 2,800 ～ 12,000
検出器 検出領域 （cm-1）
Bolometer >5
DTGS 10 ～ 4,000
MCT 420 ～ 8,000
光源 波長領域
Mercury 遠赤外
Globar 中赤外

特徴
本装置は検出感度と波長安定性に優れた研究
用フーリエ変換赤外分光器（FT-IR）であり、
光学系全体を真空排気できる筐体の採用によ
り、汎用装置では検出困難な遠赤外領域の信号
を含めた広い波長領域のスペクトルを最高の精
度で測定することが可能である。

測定方法
固体試料測定のためKBr 錠剤形成装置

（φ5 mmダイス、ハンドプレス。波長範囲
300 cm-1 以上、CsIを用いた場合は150 cm-1 以上
の測定に活用できる）、フィルム測定用ホルダー、
反射率測定用ホルダーを用意している。測定は透
過または反射配置。液体セル、ATR光学系等のメー
カーオプションは使用者個人で準備が必要である。

参考データ
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図　 Globar 光源の放射強度とKBr、CsI ペレッ
トの透過スペクトル
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蛍光分光光度計

概要
蛍光分光光度計は、励起光を試料に当て、放出される蛍光強度やスペクトルを測定して物質の定量、
定性分析を行う装置で、吸光分析である分光光度計よりも非常に高い感度で測定が可能である。観測
側（蛍光側）の分光器の波長を蛍光波長に固定し、励起側の分光器の波長をスキャンすると励起スペ
クトルが得られる。励起側の波長を固定（最も強い蛍光を生じる励起波長）し、観測側の分光器の波
長をスキャンすると蛍光スペクトルが得られる。また、励起側分光器と観測側分光器の両方の波長を
スキャンさせて測定できる装置もあり、簡単に蛍光励起スペクトルの測定が可能である。

設備紹介（SPEX Fluorolog 3-21） 担当）上田

メーカー：HORIBA
型　　式：SPEX Fluorolog 3-21
導入年度：1996 年度
　　　　　（ 2009 年度 更新、 

2013 年度 ソフトウエア Win 7 化）
（主な仕様）
波長範囲 Ex. 250 ～ 1,000 nm

Em.
　UV-VIS：290～800 nm
　IR：500 nm～ 1.6 µm 

波長精度 ± 0.5 nm
検出方式 フォトンカウンティング

検出
励起光分光器 ダブルモノクロ分光器
信号対雑音比率 4000：1
光電子増倍管 UV-VIS：R928（電子冷却）

IR：R5509-73
（液体窒素冷却）

光源 450 W  Xe ランプ
スキャンスピード 最大 150 nm/sec
その他 リファレンス検出器有

特徴
•  米国のSPEX社製モジュール方式で、光源部、
励起側分光器、試料室、観測側分光器、光検
出部、制御部から構成されている。本装置の
光学系概略図を図 1に示す。

図1　光学系概略図
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•  フォトンカウンティング検出によって、超微
弱蛍光測定が可能である。
•  近赤外（～ 1600 nm）の領域まで測定できる
光電子増倍管も備えており、紫外可視用検出
器との切換機構は本装置独自のもので、ワン
タッチで切り換えることが可能である。
•  励起側はダブルグレーティング分光器となっ
ており低迷光を実現している。
•  高速スキャンによって測定時間が短縮でき、
時間とともに劣化する試料についても、より
信頼性の高いデータが得られる。
•  装置の制御やデータ収集は、科学分野で広く
利用されている「Origin」ベースのソフトウェ
ア「FluorEssence」によって、操作が簡単便
利になっており、蛍光励起スペクトル測定
（3Dマトリックススキャン）も容易である。

測定例
（1）水のラマンスペクトル
　 蛍光分光光度計の感度の評価方法として、
水のラマンスペクトルの S/N 比（信号対
雑音比率）の値が用いられ、

　 で定義されている。バックグランド値とは
ラマン光シグナルが現われない波長450 nm
の時の値である。測定結果を図 2に示す。

図2　水のラマンスペクトル

グラフから、S/N 比 8452：1 となった。

（2）近赤外 － 蛍光励起スペクトル
（3Dマトリックススキャン）
レーザー媒質としてよく知られるNd:YAGの
結晶（Y3-xNdxAl5O12）を用いて、3Dマトリック
ススキャン測定を行った。この結晶は、730 nm
と 800 nm付近の光を吸収して基底状態から高
いエネルギー準位に遷移し、その後速い無放射
遷移を経て 1064 nmでレーザー発振が起こる。
励起波長を 700 nm ～ 900 nm、蛍光波長を
1000 nm ～ 1100 nmとして自動測定した結果
を図 3に示す。3D表示によって、励起波長に
対する蛍光のピーク波長が 1064 nmであること
がよく分かる。なお、高速スキャン化によって、
測定時間は約70分（Increment: 1 nm）であった。

図3　蛍光励起スペクトル
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紫外・可視・近赤外分光光度計

概要
測定する物質がどの程度光を吸収するかを波長分布として測定する装置である。実際は、透過率を
測定しソフトウエアで計算によって吸光度を求めており、物質の同定や性質、あるいは濃度（定量分
析）を調べることができる。付属装置によって、半導体・薄膜・ガラスやフィルムなどの固体試料の
反射率・透過率測定もできる。

設備紹介（UV-3600Plus） 担当）上田

メーカー：Shimadzu
型　　式：UV-3600 Plus
導入年度：2017 年度

（主な仕様）
波長範囲 185 ～ 3,300 nm
分光器 グレーティング式ダブル

モノクロメータ
検出器 UV/VIS 領域：PMT

NIR 領域：冷却型 Pbs, InGaAs

波長正確さ UV/VIS 領域：±0.2 nm以下
NIR 領域：±0.8 nm以下

分解能 0.1 nm（minimum）
ノイズ ＜ 0.00003 Abs @1,500 nm
ベースライン
平坦度

スリット 5 nm
3,300～ 3,000 nm: < ±0.005 Abs
3,000 ～ 200 nm: < ±0.001 Abs
200 ～ 185 nm: < ±0.004 Abs

付属品 フィルムフォルダ
粉末試料ホルダ
メッシュフィルター
ミクロ用マスク付セルホルダ
超ミクロセルホルダ
積分球付属装置
　（220 ～ 2,600 nm）
鏡面反射測定装置
　（入射角 5° 相対反射）
電子冷熱式恒温セルホルダ
　（7～ 60 ℃）

特徴
•  測定波長領域が広い。
•  光源にヨウ素タングステンランプ（可視域）
と重水素ランプ（紫外域）を使用。
•   3 つの検出器（PMT, InGaAs, Pbs）を搭載し、
測定波長全域で高感度化。
•  高性能ダブルモノクロメータにより、高分解
能（0.1 nm）、超低迷光（＜ 0.00005 ％）。

測定例： アントラセン / エタノール溶液
　　　　　　　※ 蛍光は Fluorolog 3-21 にて測定
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絶対PL量子収率測定装置

概要
物質に光を照射し励起された電子が基底状態に戻る際に発光する光（フォトルミネッセンス：PL）
を観測することで、発光材料の絶対発光量子収率を測定する装置である。PL量子収率とは、吸収し
た光のフォトン数に対して分子から放出される発光フォトン数の割合で、発光の効率を表す。有機
EL、LEDなどの発光材料の評価や、蛍光プローブの効率測定などに使われている。

設備紹介（Quantaurus-QY C11347-01） 担当）上田

メーカー：HAMAMATSU
型　　式：Quantaurus-QY C11347-01
導入年度：2010 年度
　　　　（ 2022 年度 オーバーホール、ソフ

トウエア更新）
（主な仕様）
PL波長範囲 300 ～ 950 nm
光源部 150 W Xe ランプ

250 ～ 850 nm
FWHM 10 nm以下

検出器 マルチチャンネル分光器
200 ～ 950 nm
波長分解能 < 2 nm, 1024 ch
AD分解能 16 bit
素子冷却温度 －15 ℃

積分球 3.3 型（inch）
付属品 溶液用セル

粉末（薄膜）用シャーレ

特徴
•  サンプルとして、溶液、粉末、固体、薄膜に
対応。
•  測定時間が短い（数分程度）。
•  量子収率の励起波長依存性や励起スペクトル
の測定も可能。
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円二色性分散計

概要
円二色性分散計は光学活性分子の立体構造（相対～絶対配置、立体配座、生体高分子の高次構造）
を解析する手段として利用される。分光器から出た光は偏光子で直線偏光にされ、円偏光変調器で左
右円偏光が交互に作られ試料を通過する。この時、試料が光学活性物質であると円偏光の不等吸収が
起こり（この現象を円二色性または CDと呼ぶ）、その左右円偏光の差吸光度⊿A（通常は楕円率θ
で表される）が観測される。楕円率とは直線偏光を光学活性物質の吸収波長で通過させると楕円偏光
になるが、その楕円の短軸長軸の正接角θをもって定義され、⊿Aが小さいとθ=33 ×⊿Aが成り
立つ。CD測定でのフルスケールはθ表示（単位mdeg）である。

設備紹介（J-1500） 担当）賣市・藤川

メーカー：JASCO
型　　式：J-1500
導入年度：2020 年度
（主な仕様）
光源 450 W Xe ランプ水冷方式

20 W ハロゲンランプ
検出器 ヘッドオン型 PMT検出器

InGaAs 検出器
変調器 温調付ピエゾエラスティック

モデュレータ
測定波長範囲 163 ～ 1600 nm

（通常 190 ～ 950 nm）
波長正確さ 163 ～ 250 nm  ± 0.1 nm

250 ～ 500 nm  ± 0.2 nm
500 ～ 800 nm  ± 0.5 nm
800 ～ 1,200 nm  ± 1.5 nm
1,200 ～ 1,600 nm ± 2.0 nm

バンド幅 0.01 ～ 16 nm
スリット幅 1 ～ 4,000 µm
レスポンス 0.1 msec ～ 30 sec
走査速度 1～ 10,000 nm/min
フルスケール ± 8,000 mdeg
縦軸分解能 0.00001 mdeg
RMSノイズ 185 nm   0.003 mdeg

200 nm   0.007 mdeg
500 nm   0.007 mdeg

ベースライン
安定性

0.02 mdeg/hr

UV測定 シングルビーム測定
測光レンジ 0 ～ 5 Abs
測光正確さ ± 0.01 Abs

特徴
以下の付属品を所有している。
•  ペルチェ式恒温装置
•  温度コントローラー
•  タンパク質二次構造解析プログラム
•  熱変性解析プログラム
•  粉体 CD測定ユニット
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ピコ秒レーザー

概要
超短パルスレーザーでは、不確定性原理によってパルスの時間幅と波長幅（線幅）を同時に狭くす
ることは相反するが、ピコ秒レーザーは、ナノ秒レーザーより時間幅が短く、フェムト秒レーザーよ
り線幅の狭い光源である。そのため超高速時間分解実験の分光用光源として用いられ、吸収、或いは
蛍光スペクトルなどを高分解能で観測するための重要なツールである。またピークパワーが極めて高
くパルス幅が極端に短いという特徴を生かして、熱影響の少ない精密微細加工にも応用されている。

設備紹介（Millennia-Tsunami，TITAN-TOPAS） 担当）上田

メーカー：Spectra-Physics、Quantronix
型　　式： Millennia-Tsunami、 

TITAN-TOPAS
導入年度：1998 年度
　　　　　（2014 年度Millennia のみ更新）
（主な仕様）
波長
（Main Curve）

490～ 800 nm at TOPAS 400
1,180～1,700 nm at TOPAS 800

パルス
エネルギー

50 mW at 550 nm（S+I）
60 mW at 1,300 nm（S+I）
（RGA 0.7 W at 790 nm）
（Pump（YLF） 10 W）

パルス幅 ＜ 5 ps
繰り返し 1 kHz

特徴
（1） 紫外光から赤外光の広範囲に渡って、波長

を任意に出力できる。

（2） レーザー加工が可能。（要相談）
　　加工例：描画 SUS t40 µm貫通（写真 1）、
　　貫通穴 石英ガラス t 500 µm（写真 2）
（3） 蛍光寿命測定システム構築、2022 年度よ

りクライオスタット CoolSpek（ユニソク
製）導入、温度制御可能。（要相談）

　　 •  受光素子 PMT（PicoQuant 社製）
　　 •  TCSPC モジュール（ソフトウェア含）
　　測定例：TPPZn/ トルエン溶液、
　　　　　　温度依存性（図 1）

装置の構成
ブロック図を図2に示す。CW半導体レーザー

を励起光源としたモードロックTi：Sapphire
レーザーの出力光をシード光として、ポンプ光
にはQ-Switch Nd:YLFレーザーを用い、チタン
サファイア再生増幅器からピコ秒赤外光
（790 nm）を発振させている。その再生増幅器
の出力を光学系の切り換えによって、赤外光用
OPA （TOPAS 800: Travelling‐wave Optical 
Parametric Amplifier of Superfluorescence 
800）、或いは 2倍波（395 nm）に変換の後、紫
外光用OPA（TOPAS 400）を励起し、紫外か
ら赤外のレーザー光を発振させることができる。
（1） 発振波長： 原理的には、表 1に示す波長が

得られる。TOPAS 800 からシグナル光、ア
イドラ光が得られ、外付けのBBO Crystal
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を取り替えることでそれぞれの2倍波（SHS，
SHI）のレーザー光を得ることができる。ま
た、TOPAS 400 からも同様にシグナル光、
アイドラ光、それぞれの2倍波発生によって、
紫外光から赤外光のレーザー光を得ること
ができる。波長帯によって光軸調整が必要
となるが、PCに波長を入力するすれば希望
の波長を出力できる。

（2） パルス幅（時間分解能）： オプティカルディ
レイステージを利用した自己相関法で
LabView による自動測定を行った。その
結果、約 2.7 ps（図 3）であった。

表1　発振波長（nm）
TOPAS 800 TOPAS 400

Signal 1180 ～ 1700 Signal 490 ～ 800
Idler 2385 ～ 1475 Idler 2030 ～ 780
SHS 590 ～  850 SHS    300 ～ 400
SHI 1180 ～  740 SHS    245 ～ 355

SHI    510 ～ 395

写真1　描画
　　　　SUS t40 m貫通
　　　　（裏面より光照射）

写真2　貫通穴加工

図2　ブロック図 図３　パルス幅の測定

図1　TPPZn/ トルエン溶液
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核磁気共鳴（NMR）装置

概要
核磁気共鳴（NMR）とは磁気モ－メントをもつ原子核を含む物質を磁場の中におき、これに共鳴
条件を満足する周波数の電磁波を加えたときにおこる共鳴現象である。核磁気共鳴装置はこの共鳴現
象を観測することによって、原子の化学的環境を反映した原子個々の情報（どの原子とどの原子が隣
り合っているか、原子間の距離がどの程度かなど）が得られるので、化合物の分子構造や組成、物理
化学的性質を分析する方法として様々な分野で日常的に用いられる。

所有プローブ一覧　　（装置やプローブの選択について、不明な点がありましたらご相談ください）
装置 プローブ 観測核 照射核 温度範囲 Auto Tune
AVANCE600 5 mm H-C-N TXI 型 1H 13C,15N －50 ～ +80 ℃ ○

2.5 mm H-C-N CPMAS 1H,13C,15N 1H,13C,15N －30 ～ +80 ℃ ×
ECA600 5 mm Royal 1H or 19F 15N ～ 31P －100 ～ +150 ℃ ○

10 mm T10L 103Rh ～ 15N 1H －50 ～ +120 ℃ ×
5 mm HCNFG3 1H 13C,15N －20 ～ +100 ℃ ×

ECS400 5 mm TH5AT/FG 15N ～ 31P 1H or 19F －100 ～ +150 ℃ ○

設備紹介（AVANCE600） 担当）西村

メーカー：Bruker
型　　式：AVANCE600
導入年度：2013 年度

（主な仕様）
磁場 14.1 T
感度（S/N） Liquid：1H ≧ 1028
プローブ Liquid：5 mm H-C-N 三重共

鳴TXI 型
Solid：2.5 mm H-C-N 三重共
鳴 CPMAS

システム OS：CentOS 5
Software：TopSpin2.1

特徴
•  溶液のHCN三重共鳴測定が可能（核種固定）
•  固体のHCN三重共鳴測定が可能（核種固定）
•  固体の試料体積 15 µl
•  固体MAS最高回転周波数 35 kHz
•  長時間低温測定ユニットによる長時間低温測
定が可能　溶液：－50 ℃、固体：－30 ℃
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メーカー：JEOL
型　　式：JNM-ECA600
導入年度： 2009 年度（2021 年度システム・ソ

フトウェア更新）

（主な仕様）
磁場 14.1 T
感度（S/N） Liquid（Royal）：

1H ≧ 850、13C ≧ 330
プローブ Royal、T10L、HCNFG3
システム OS：Windows10 

Software：Delta5.0.4

特徴
•  溶液の低周波数核種を含む多核測定が可能
•  長時間低温測定ユニットによる長時間低温測
定（－30 ℃まで）が可能
•  液体窒素 30 L 容器を用いた低温測定が可能
（Royal：－100 ℃まで、T10L：－50 ℃まで）
•  溶液のHCN三重共鳴測定は応相談
•  長時間測定優先、予約は 15 分単位

メーカー：JEOL
型　　式：JNM-ECS400
導入年度： 2011 年度（2021 年度システム・ソ

フトウェア更新）

（主な仕様）
磁場 9.4 T
感度（S/N） 1H ≧ 280、13C ≧ 190
プローブ TH5AT/FG 
システム OS：Windows10 

Software：Delta5.0.4

特徴
•  溶液の多核測定が可能
•  液体窒素 10 L 容器を用いた -100 ℃までの低
温測定が可能
•  予約は 15 分単位

備考
所外公開はしていません

設備紹介（JNM-ECS400）　 所内専用  担当）長尾・賣市

設備紹介（JNM-ECA600） 担当）長尾・賣市
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有機微量元素分析装置

概要
試料をPregl-Dumas 法に基づいて熱分解し、有機物を構成する主要元素である水素、炭素、窒素を
定量的に水、二酸化炭素、窒素に変換し、これらを熱伝導度法によって検出する。実際の分析では水素、
炭素、窒素の含有率が既知の標準試料を分析し、その検出感度から未知試料の含有率を決定する。

設備紹介（MICRO CORDER JM10）　 所内専用  担当）藤川・賣市

メーカー：J-SCIENCE LAB
型　　式：MICRO CORDER JM10
導入年度：2011 年度

（主な仕様）
測定元素 水素、炭素、窒素
測定精度 絶対誤差　± 0.3 ％以内
測定範囲 水素　0.5 ～ 400 µg

炭素　3～ 2,600 µg
窒素　1～ 1,000 µg

特徴
依頼分析を以下のように行っている。

（1） 1 試料につき 10 mg程度を採取しやすいサ
ンプル管に入れて下さい。

　 【補足】通常、1回の測定につき2 mg 程度使
用します。試料によっては確認のため数回測定
する場合があるので、充分な量として10 mg
としてありますが、用意できる範囲の試料量で
も構いません。

（2）サンプル管には試料名を明記して下さい。
（3） 依頼は大学連携研究設備ネットワークを通

して受け付けます。元素分析依頼書に必要
事項を記入の上、PDFファイルに変換し、
アップロードしてください。

　　 希望測定期限には 1週間以上先の日付を入
力してください。

（4） 測定日をメールにてお知らせしますので指
定された日に試料を山手 4 号館 4F404 号
室入口にある箱に入れて下さい。

（5） 測定終了後にメールにてお知らせしますの
で測定結果、残余試料を回収して下さい。

注） 吸湿性のある試料はユーザーにてカプセル
に封入していただきます。

測定例
未知試料の測定結果を図 1に記載する。

図1　未知試料の測定結果
備考
所外公開はせず、所内専用で運用している。

機器センターたより ｜ 73



６．所有設備紹介

ICP 発光分光分析装置（ICP-OES）

概要
高周波誘導結合プラズマを光源とする発光分光分析法。霧状にした溶液サンプルをAr プラズマに
導入し元素固有のスペクトルを発光させ、波長から元素の定性を行い、発光強度から元素濃度を求め
る。高感度で多元素同時分析が可能であり、金属、化学、薬品、食品、環境など幅広い分野で用いら
れ、その精度の高さから JIS や ISO等の公定法でも採用されている。　

設備紹介（Agilent 5110 ICP-OES）　 所内専用  担当）長尾・賣市

メーカー：Agilent
型　　式：A gilent 5110 ICP-OES
導入年度：2018 年度

（主な仕様）
プラズマ光源 デュアルビュー、

垂直配置トーチ
光学系 エッシェルクロス

分散ポリクロメータ
波長範囲 167 ～ 785 nm
分解能 0.007 nm（＠ 200 nm）
検出器 Vista Chip Ⅱ

CCD検出器
測定可能濃度 サブ ppb ～数千 ppm
ソフトウェア Agilent ICP Expert

特徴
• デュアルビューによる全波長同時分析。
•装置の起動時間が短い。

備考
• 所外公開はしていません。
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超伝導磁石付希釈冷凍機

概要
希釈冷凍機とは、3He と 4He を混合するときに生じる吸熱効果を利用して、絶対零度（－273 ℃）
近くまで温度を下げられる機器である。この希釈冷凍機を超伝導磁石に組み込み、有機導体、半導体、
超伝導体の極低温下における電子物性研究に用いられる。

設備紹介（Kelvinox 400）　 所内専用  担当）高山

メーカー：Oxford
型　　式：Kelvinox 400
導入年度：2000 年度

（主な仕様）
最低温度 21 mK
冷却能力 400 µW （100 mK）
最大磁場 15 T

（16 T: ラムダプレート使用時）

特徴
•  全自動ガスハンドリングシステム（Kelvinox 
IGH）の採用により、冷却工程が自動化され
ている。
•  初期冷却には、液体ヘリウム 150 L と液体窒
素 100 L 程度が必要。また連続運転には 4、
5日に一度、50 L 程度の液体ヘリウムが必要。

備考
利用は、「希釈冷凍機の使用経験があり、セ
ルやプログラム等の必要な装置の組み込みが行
えること」が条件。
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低温冷媒の供給設備

概要
低温冷媒の供給施設は明大寺地区、山手地区それぞれにあり液体ヘリウム及び液体窒素を供給して
いる。明大寺地区のヘリウム液化機は順調に稼働しており、両地区における液体ヘリウムの供給体制
は確立され、現在も安定した供給を維持している。山手地区のヘリウム液化機は停止中。2024 年度
更新予定。

設備紹介（明大寺地区極低温施設）　 所内専用  担当）高山・浅田

（1）液体ヘリウム関係
（a）液体ヘリウム自動供給装置× 2
　　（うち 1台はセルフ供給用）

（b）ヘリウム液化機
メーカー：Linde
型　　式：L280
導入年度：2011 年度

（主な仕様）
液化率 187 L/hr

（純ガス、液体窒素使用時）
消費電力 3 kW

　
（c）液化圧縮機
メーカー：Kaeser 
型　　式：DSDX302

（主な仕様）
消費電力 160 kW

（d）その他

（主な仕様）
液体ヘリウム貯槽 4000 L
回収圧縮機 40 Nm3/hr、50 Nm3/hr
ガスバッグ 40 m3

ガスホルダー 50 m3

長尺カードル 60 m3×36 、75 m3×25
バッファータンク 10 m3 × 2

（2）液体窒素関係
　液体窒素自動供給装置× 4
　（ うち2台はUVSOR研究施設利用者専用・
機器センター研究施設利用者専用）

特徴
ヘリウム液化機の心臓部である膨張タービン

の効率が良くなり、液体窒素予冷が無くてもヘ
リウムの液化ができる最新のシステム構成と
なっている。また、液化圧縮機の省エネ化が進
み製造時におけるランニングコストも減少した。
現在は、液体窒素予冷無しの運転をメインに
行っており、50 L/hr の液化率を維持している。
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（1）液体ヘリウム関係
※ヘリウム液化機は停止中。
　2024 年度更新予定。

（a）液体ヘリウム自動計量装置

（b）ヘリウム液化機
メーカー：Linde
型　　式：TCF-20
導入年度：2004 年度

（主な仕様）
液化率 42 L/hr

（純ガス、液体窒素使用時）
消費電力 1.5 kW

（c）液化圧縮機
メーカー：Kaeser
型　　式：OSD171
導入年度：2004 年度

（主な仕様）
消費電力 90 kW

（d）その他

（主な仕様）
液体ヘリウム貯槽 5000 L
回収圧縮機 40 Nm3/hr × 2
ガスバッグ 35m3、28m3

長尺カードル 75 m3 × 50
バッファータンク 6 m3

（2）液体窒素関係
液体窒素自動供給装置× 2

設備紹介（山手地区極低温施設）　 所内専用  担当）賣市・長尾
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所外利用者アンケート報告
2022 年度に施設利用申請を頂きました方を対象に、アンケートを実施いたしました。
お忙しい中ご協力いただきありがとうございます。

回答数 65 件、配布数 80 件（回収率 81％）

Q1．機器センターの施設利用（ナノプラットを含む）に申請したのは何度目ですか？

わかり難いと感じた点 

どこで知りましたか？ 

どこで知りましたか？
•知人から聞いて （2件）
• 以前、分子科学研究所に所属していたので知っていた

Q2．当センターの施設利用を利用した理由を2つまで選んでください。

わかり難いと感じた点 

どこで知りましたか？ 

【％】

その他
•所属機関に装置が無い。
•液体Heの使用が可能。

わかり難いと感じた点 

どこで知りましたか？ 

Q3．申請・事務手続きは分かり易かったですか？ 

わかり難いと感じた点
• 分子研そのものはいいのだが、その前の ARIM
とかが複雑すぎる。
• 機器登録の前にNOUS登録などがあり、入力作
業が煩雑である。
•システムに入ってやるところ。
• 大学連携研究設備ネットワークから必要な機器
を探し出すことに難があった。
• 申請の締切や申請先の情報がどこに掲示されて
いるか不明瞭なため。
•手続き内容によって連絡先が異なる。
•同じ内容の書類が各カテゴリーごとに異なる。
•課題の種別が多いこと。

わかり難いと感じた点 

どこで知りましたか？ 
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Q4．予約システムは使い易かったですか？

使い難いと感じた点
• NOUSとは別のシステムで予約する点が、初めてのときは
かなり分からないことが多かった。
•最初の頃、理解するのがやや難しかった。
• カレンダーで入力すると思わせながら、日時をキーボード
で打ち込むところ。
• 設備予約の際どこが必須入力なのか色分けして頂けるとわ
かりやすい。

不満を感じた機器名・不満を感じた点 

使い難いと感じた点 

Q5．寒剤（液体窒素・液体ヘリウム）の供給体制はどうでしたか？

不満を感じた機器名・不満を感じた点 

使い難いと感じた点 

Q6．共同利用機器の利用に満足できましたか？ 

不満を感じた機器名・不満を感じた点
【単結晶X線回折装置】Rigaku MERCURY CCD-1
→ 最近不具合が多くなった。
【単結晶X線回折装置】微小結晶／Rigaku HyPix-AFC
→  光源が弱く、データとして使える測定がなかなか行えない
ため。来年度に新しい装置が入ると伺ったので、期待して
います。

不満を感じた機器名・不満を感じた点 

使い難いと感じた点 
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a. 機器の更新
【電子顕微鏡】透過電子顕微鏡（TEM）/JEOL JEM-2100F（3件）
→ 同程度の装置
【単結晶X線回折装置】Rigaku MERCURY CCD-1（2件）
【単結晶X線回折装置】微小結晶／Rigaku HyPix-AFC（2件）
→ 同等の機能を有する装置
【電子スピン共鳴装置】Bruker E500（2件）
【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
→  コンソールからUnix ワークステーションへのデー
タ取り込み・転送のユニット

【電子スピン共鳴装置】Bruker EMX Plus
【SQUID型磁化測定装置】Quantum Design MPMS-7
→ Quantum Design MPMS3
【熱分析装置】MicroCal VP-DSC
→ MicroCal PEAQ-DSC
【質量分析計】Bruker Microflex LRF
→  Bruker MALDI TOF 質量分析（MD 224）より高
分解能機種

【フーリエ変換赤外分光光度計】Bruker IFS66v/S
→ 装置、PCの更新
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 3-21（2件）
→ 装置の更新、低温測定ユニット
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami、TITAN-TOPAS
→ 現行機種
【その他】水銀キセノンショートアーク光源
→ 電球交換

c．新規機器の導入
• Quantum Design社 物理特性測定システムPPMS（9件）
• ナノインデンター（2件）
•走査型トンネル顕微鏡（STM）
• 単結晶X線回折装置（Cu線源）
• ICP質量分析装置（ICP-MS）
• 二次イオン質量分析装置（SIMS）
• 高分解能質量分析装置
•高温対応DSC

d．技術職員によるサポートの充実
•不在時の装置の運転状況確認（現在も対応していただいており大変助かっております）。
•今のままで十分です。これを継続していただければありがたいです。
•現状で不満はありません。現在の性能をできるだけ維持していただければ満足です。
•すばらしい、親身になってくれて感謝。

•熱伝導率測定装置
•大気中光電子収量分光装置
•ピコ秒蛍光寿命測定装置
•サブピコ秒の過渡吸収装置（ユニソク社、picoPAS など）
• マッピング測定可能な顕微赤外分光器
•円偏光ルミネセンス測定装置
• CPL測定装置（米国OLIS 社製 CPL SOLOなど） 
• メスバウアー分光装置（高温、低温測定）

b. オプションの充実
【単結晶X線回折装置】微小結晶／Rigaku HyPix-AFC
• Cu 線源
【粉末・薄膜X線回折装置】Panalytical Empyrean
• Z 軸走査
【電子分光装置】X線光電子分光
• グローブボックスの内部環境維持（酸素・露点）装
置の充実

【電子スピン共鳴装置】Bruker EMX Plus
• ラピッドパッセージ
【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
• Ｑバンドのマイクロ波増幅器（アンプ）
• Q-band DEER
• W-band オプション（高周波ブリッジとマグネット）
• QバンドのCW時間分解用ブリッジ
【SQUID型磁化測定装置】Quantum Design MPMS-7
• 3Heシステム iQuantum の導入。
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA Reflex
• クライオスタット（MicrostatHe，MicrostatHe-R
など）
• OptistatCF 取付スペース
•排気セットの更新
【円二色性分散計】JASCO J-1500
• 蛍光検出CD測定装置
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami、TITAN-TOPAS
• 冷凍機（蛍光寿命測定の温度可変測定用）
【核磁気共鳴装置】JEOL JNM-ECA600
• オートサンプルチェンジャー

Q7．今後の機器センターに期待することを教えてください。（複数回答可）

b. オプションの充実 a. 機器の更新 

【％】

c. 新規機器の導入 

d. 技術職員によるサポートの充実 
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Q8．その他ご要望やご意見がありましたら、自由にお書きください。

• 　 いつもお世話になっております。今後の発展を期待しております。
•　 いつもお世話になっており、たいへん助かっています。ありがとうございます。
•　 お世話になっております。論文を早くと思います。
•　 いつも手厚いサポートを頂き大変感謝しています。
•　 いつも快適に使用させて頂いており、今後も利用の継続をお願いしたいです。よろしくお
願いします。

•　 時間外（夜間や休日）も機器利用を認めていただき、とても助かっています。休憩場所もあっ
て、いつも快適に機器利用させていただいています。

•　 今後も継続した支援を期待しています。
•　 今回のMPMS-3 の導入は大変素晴らしいと思いました。研究の進展に寄与することは間違
いありません。今後は、PPMSを導入していただけると大変ありがたいです。よろしくお
願い致します。

•　 職員の皆様の丁寧な対応にいつも感謝しております。また、新規物質の分析に積極的に取
り組めるため、原則無料の機器利用には大変助かっております。今後も継続いただけるこ
とを強く願っております。機器センター利用者だけに関連することではありませんが、食
堂を再開していただけるとありがたいです。

•　 近隣にコンビニもなくなり、特に夜間に食事をとる場合困ります。具体的な打開策は思い
付きませんが引き続きご検討いただければ幸甚です。

•　 実験に関する相談や異常発生時の対応等、大変お世話になりました。今後もよろしくお願
い致します。

•　 安価で依頼測定ができたら良いと思っております。
•　 現状で不足があるという意味ではない。本務先大学の機器センターでは機器とマニュアル
はあるがサポートがなく、質問や不具合あれば装置メーカーのユーザーサポートへ電話で
問い合わせなければならない。機器センターが施設利用の理想形を提供していることに感
謝する。

•　 不安定なタンパク質などをその場で調製できると、測定結果に応じた実験プランの変更が
可能になり、効率的な実験を進めることが期待できる。そのために、各測定室に分けて設
置するのではなく、生化学的な試料調製専用の一室があると非常に有用である。具体的に
は超純水製造装置、スターラー、シェーカー、秤、ガラス器具類、遠心機、分光光度計など。

機器センターたより ｜ 81



７．交流

所内利用者アンケート報告
分子科学研究所の方を対象に、アンケートを実施いたしました。
お忙しい中、ご協力頂きありがとうございました。

回答数 6 件、配布数 34 件（回収率 17％）

Q1．予約システムは使い易かったですか？

使い難いと感じた点 

不満を感じた機器名・不満を感じた点 

使い難いと感じた点
•前の予約者の測定が予定より早く終わり装置が
空いたことを知らせる通知機能があるととても
良い。

Q2．寒剤（液体窒素・液体ヘリウム）の供給体制はどうでしたか？

使い難いと感じた点 

不満を感じた機器名・不満を感じた点 

Q3．共同利用機器の利用に満足できましたか？

使い難いと感じた点 

不満を感じた機器名・不満を感じた点 
不満を感じた機器名・不満を感じた点
【絶対PL量子収率測定装置】Quantaurus-QY C11347-01
→  溶液系の発光量子収率を測定するグループは山
手に集中しているのに、装置が明大寺にある。
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Q4． 今後の機器センターに期待することを教えてください。 
具体的にあれば装置名なども記入してください。（複数回答可）

 

b. オプションの充実 

c. 新規機器の導入 

a. 機器の更新 

【％】

d. 技術職員によるサポートの充実 

a．機器の更新
【核磁気共鳴装置】Bruker AVANCE600
→ 新型への更新

c．新規機器の導入
• Quantum Design 社 物理特性測定システムPPMS

d. 技術職員によるサポートの充実
・夜間や休日を利用してマシンタイムをもう少し長く取れると良い。
　（技術職員が不在の際の測定について、柔軟性を向上させて欲しいという意味です）

b．オプションの充実
【核磁気共鳴装置】JEOL JNM-ECA600
• 4mm H-X 二重共鳴プローブの導入
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８．共同利用採択課題一覧

2022年度共同利用採択課題一覧
課題
番号

（JPMXP1222MS）

申請
区分 所　　属 職　名 提案代表者 研究課題 利用研究設備

1001 前期 名城大学理工学部 教授 丸山　隆浩 カーボンナノチューブの生成
メカニズムの解明 【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F

1001b 後期 名城大学理工学部 教授 丸山　隆浩 カーボンナノチューブの生成
メカニズムの解明 【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F

1002 前期 東京大学物性研究所 大学院生 小野塚　洸太 新規オリゴマー型有機伝導体
の開発と伝導機構の解明 【電子スピン共鳴装置】

1003 前期 埼玉大学大学院理工学研究科 准教授 藤城　貴史

人工ニッケルキラターゼへの
部位特異的変異によるタンパ
ク質立体構造と触媒機能の関
連の調査

【円二色性分散計】JASCO J-1500

1003b 後期 埼玉大学大学院理工学研究科 准教授 藤城　貴史

人工ニッケルキラターゼへの
部位特異的変異によるタンパ
ク質立体構造と触媒機能の関
連の調査

【円二色性分散計】JASCO J-1500

1004 前期 埼玉大学大学院理工学研究科 准教授 藤城　貴史

EPRによる2つの［2Fe-2S］
クラスターから［3Fe-4S］ク
ラスターへの構造変換反応の
補足

【電子スピン共鳴装置】

1004b 後期 埼玉大学大学院理工学研究科 准教授 藤城　貴史

EPRによる2つの［2Fe-2S］
クラスターから［3Fe-4S］ク
ラスターへの構造変換反応の
補足

【電子スピン共鳴装置】

1005 前期 佐賀大学農学部 准教授 堀谷　正樹 電子スピン共鳴による酵素の
構造学的研究

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】

1005b 後期 佐賀大学農学部 准教授 堀谷　正樹 電子スピン共鳴による酵素の
構造学的研究

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】

1006 前期 岐阜大学工学部 教授 嶋　睦宏
Sn/Ni 多層膜の電気伝導特性、
Cu-ZnO ナノロッドの磁気的
性質の解明

【SQUID型磁化測定装置】

1006b 後期 岐阜大学工学部 教授 嶋　睦宏
Sn/Ni 多層膜の電気伝導特性、
Cu-ZnO ナノロッドの磁気的
性質の解明

【SQUID型磁化測定装置】

1007 前期 北陸先端科学技術大学院大
学先端科学技術研究科 助教 Robin Rajan Interaction of polymers with lipids 【熱分析装置】MicroCal iTC200

1008 前期 理化学研究所開拓研究本部 専任研究員 大島　勇吾
高周波 ESRによる Bilayer 型
分子磁性体の磁気特性機構の
解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】

1008b 後期 理化学研究所開拓研究本部 専任研究員 大島　勇吾
高周波 ESRによる Bilayer 型
分子磁性体の磁気特性機構の
解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】

1009 前期 神戸大学大学院理学研究科 教授 大西　洋
人工光合成をめざすチタン酸
ストロンチウム光触媒の水中
ESR測定

【電子スピン共鳴装置】

1009b 後期 神戸大学大学院理学研究科 教授 大西　洋 人工光合成をめざす半導体光
触媒の水中ESR測定 【電子スピン共鳴装置】

1010 前期 静岡大学学術院工学領域電
子物質科学系列 助教 川口　昂彦

逆ペロブスカイト型マンガン
窒化物における特異な磁気特
性の解明

【SQUID型磁化測定装置】

1010b 後期 静岡大学学術院工学領域電
子物質科学系列 助教 川口　昂彦

逆ペロブスカイト型マンガン
窒化物における特異な磁気特
性の解明

【SQUID型磁化測定装置】

1011 前期 名古屋大学大学院理学研究
科物質理学専攻 准教授 邨次　智 複合酸化物触媒、及び電極触媒

の表面構造解析

【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F
【Ｘ線光電子分光】VG SCIENTA R4000L1, 
MX-650

1011b 後期 名古屋大学大学院理学研究
科物質理学専攻 准教授 邨次　智 複合酸化物触媒、及び電極触媒

の表面構造解析

【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F
【Ｘ線光電子分光】VG SCIENTA R4000L1, 
MX-650

1012 前期 京都大学大学院人間・環境
学研究科 特定准教授 高見　剛 多元系酸フッ化物の磁性 III 【SQUID型磁化測定装置】
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課題
番号

（JPMXP1222MS）

申請
区分 所　　属 職　名 提案代表者 研究課題 利用研究設備

1012b 後期 京都大学大学院人間・環境
学研究科 特定准教授 高見　剛 多元系酸フッ化物の磁性 IV 【SQUID型磁化測定装置】

1013 前期 金沢大学国際基幹教育院 助教 三橋　了爾
Zr‒Mo クラスターを含む複塩
結晶における水素結合ネット
ワークと磁気的性質

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122
【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean

1013b 後期 金沢大学国際基幹教育院 助教 三橋　了爾
Zr‒Mo クラスターを含む複塩
結晶における水素結合ネット
ワークと磁気的性質

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122
【単結晶Ｘ線回折装置】

1014 前期 静岡大学工学部 准教授 中嶋　聖介
ナノ磁性微粒子、及び磁性体ナ
ノ周期構造を利用した新規磁
気光学材料の開発

【SQUID型磁化測定装置】

1014b 後期 静岡大学工学部 准教授 中嶋　聖介
ナノ磁性微粒子、及び磁性体ナ
ノ周期構造を利用した新規磁
気光学材料の開発

【SQUID型磁化測定装置】

1015 前期 熊本大学大学院先端科学研
究部 教授 松田　元秀 遷移金属で置換したゼオライ

ト粒子の磁気特性の解明 【SQUID型磁化測定装置】

1015b 後期 熊本大学大学院先端科学研
究部 教授 松田　元秀 遷移金属で置換したゼオライ

ト粒子の磁気特性の解明

【Ｘ線光電子分光】VG SCIENTA R4000L1, 
MX-650
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1016 前期 岐阜大学工学部 准教授 植村　一広
常磁性異種金属一次元鎖錯体
と二次元状混合原子価集積体
の合成と磁気物性

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1016b 後期 岐阜大学工学部 准教授 植村　一広
常磁性異種金属一次元鎖錯体
と二次元状混合原子価集積体
の合成と磁気物性

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1017 前期 神戸大学大学院理学研究科 教授 内野　隆司 超伝導体／磁性体／半導体複
合材料の超伝導近接効果

【SQUID型磁化測定装置】
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1017b 後期 神戸大学大学院理学研究科 教授 内野　隆司 超伝導 /強磁性 /半導体ナノ複
合材料の超伝導近接効果

【SQUID型磁化測定装置】
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1018 前期 愛知工業大学工学部応用化
学科 教授 梶田　裕二 常温状圧で機能する高活性窒

素固定触媒の開発

【SQUID型磁化測定装置】
【核磁気共鳴装置】（NMR）JEOL JNM-
ECA600

1018b 後期 愛知工業大学工学部応用化
学科 教授 梶田　裕二 常温常圧で機能する高活性窒

素固定触媒の開発

【SQUID型磁化測定装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】
【核磁気共鳴装置】（NMR）JEOL JNM-
ECA600
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1019 前期 名古屋大学大学院理学研究科 准教授 三野　広幸 多周波 EPR法による光合成タ
ンパク質の構造及び機能の解析

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1019b 後期 名古屋大学大学院理学研究科 准教授 三野　広幸 多周波 EPR法による光合成タ
ンパク質の構造及び機能の解析

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1020 前期 京都府立大学大学院生命環
境科学研究科 教授 織田　昌幸 コラーゲンの構造物性と抗体

との分子間相互作用解析
【熱分析装置】MicroCal PEAQ-ITC
【円二色性分散計】JASCO J-1500
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1020b 後期 京都府立大学大学院生命環
境科学研究科 教授 織田　昌幸 コラーゲンの構造物性と抗体

との分子間相互作用解析
【熱分析装置】MicroCal PEAQ-ITC
【円二色性分散計】JASCO J-1500

1021 前期 大阪公立大学理学部 特任准教授 松岡　秀人 光エネルギー変換物質の励起
状態の研究

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS

1021b 後期 大阪公立大学理学部 特任准教授 松岡　秀人 光エネルギー変換物質の励起
状態の研究

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS

1022 前期 京都大学大学院工学研究科 助教 清水　大貴 スピン依存的な光化学特性を
示す開殻電子系の創製

【電子スピン共鳴装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122

1022b 後期 京都大学大学院工学研究科 助教 清水　大貴 スピン依存的な光化学特性を
示す開殻電子系の創製

【電子スピン共鳴装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122

1023 前期 東京大学大学院工学系研究科 大学院生 恒川　英介 βシート性ペプチド錯体の熱
力学特性の評価

【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122

1024 前期 基礎生物学研究所多様性生
物学研究室 助教 大野　薫 無脊椎動物の生殖腺刺激ホル

モンペプチドの探索と解析
【MALDI-TOF質量分析計】Bruker microfl ex 
LRF

1024b 後期 基礎生物学研究所分野横断
研究ユニット 助教 大野　薫 無脊椎動物の生殖腺刺激ホル

モンペプチドの探索と解析
【MALDI-TOF質量分析計】Bruker microfl ex 
LRF

1025 前期 名古屋工業大学大学院工学
研究科 教授 濱中　泰 半導体量子ドット三次元超格子

の構築と構造・電子状態解析

【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus

1025b 前期 名古屋工業大学大学院工学
研究科 教授 濱中　泰 半導体量子ドット三次元超格子

の構築と構造・電子状態解析

【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus

1026 前期 早稲田大学理工学術院 大学院生 安倍　悠朔
自己組織化によるカーボンナ
ノチューブの自在配列手法の
構築

【電子顕微鏡】（SEM）HITACHI SU6600
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1026b 後期 早稲田大学理工学術院 大学院生 安倍　悠朔
自己組織化によるカーボンナ
ノチューブの自在配列手法の
構築

【電子顕微鏡】（SEM）HITACHI SU6600
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1027 前期
広島大学先進理工系科学研
究科　基礎化学プログラム　
固体物性G

研究員 岡　芳美
フラビンタンパク質の光誘起
ラジカルペア生成に関する人
工システムの構築

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS

1027b 後期
広島大学先進理工系科学研
究科　基礎化学プログラム　
固体物性G

研究員 岡　芳美
フラビンタンパク質の光誘起
ラジカルペア生成に関する人
工システムの構築

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS
【熱分析装置】MicroCal VP-DSC

1028 前期 東京海洋大学海洋電子機械
工学部門 教授 藤田　渉 新規配位高分子錯体の合成と

磁気的性質に関する研究

【単結晶Ｘ線回折装置】
【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【SQUID型磁化測定装置】
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1028b 後期 東京海洋大学海洋電子機械
工学部門 教授 藤田　渉 新規配位高分子錯体の合成と

磁気的性質に関する研究

【単結晶Ｘ線回折装置】
【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【SQUID型磁化測定装置】
【フーリエ変換赤外分光光度計】Bruker 
IFS66v

1029 前期 関西学院大学生命環境学部
環境応用化学科 教授 増尾　貞弘

有機分子の自己組織化に基づ
く新規有機・無機ハイブリッ
ドナノ構造の構築2

【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F

1029b 後期 関西学院大学生命環境学部
環境応用化学科 教授 増尾　貞弘

有機分子の自己組織化に基づ
く新規有機・無機ハイブリッ
ドナノ構造の構築３

【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F

1030 前期 島根大学総合理工学部 助教 矢野　なつみ エレクトロクロミズム特性を
示すロジウム二核錯体の開発

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【SQUID型磁化測定装置】

1030b 後期 島根大学総合理工学部 助教 矢野　なつみ

ベイポクロミズム及びエレク
トロクロミズム特性を示すパ
ドルホイール型ロジウム二核
錯体の開発

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【SQUID型磁化測定装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122
【Ｘ線光電子分光】VG SCIENTA R4000L1, 
MX-650
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1031 前期 高知大学教育研究部 教授 上田　忠治
ポリオキソメタレートの酸化
還元反応メカニズムの定量的
解析

【電子スピン共鳴装置】
【核磁気共鳴装置】（NMR）JEOL JNM-
ECA600

1031b 後期 高知大学教育研究部 教授 上田　忠治
ポリオキソメタレートの酸化
還元反応メカニズムの定量的
解析

【電子スピン共鳴装置】
【核磁気共鳴装置】（NMR）JEOL JNM-
ECA600

1032 前期 大阪大学大学院理学研究科 准教授 圷　広樹

beta''-（BEDT-TTF）2XC2H4SO3
（X = Cl, Br）におけるRaman
分光によるBEDT-TTF の価数
決定

【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1033 前期 奈良女子大学研究院自然科
学系 教授 藤井　浩 金属酵素モデル錯体の構造と

磁気的性質の研究

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【核磁気共鳴装置】（NMR）JEOL JNM-
ECA600

1033b 後期 奈良女子大学研究院自然科
学系 教授 藤井　浩 金属酵素モデル錯体の電子構

造の研究

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【SQUID型磁化測定装置】

1034 前期 岐阜大学教育学部 准教授 萩原　宏明
スピン転移とサーモサリエント
特性が連動する錯体分子結晶
のアルキル置換基効果の解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【SQUID型磁化測定装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122

1034b 後期 岐阜大学教育学部 准教授 萩原　宏明
スピン転移とサーモサリエント
特性が連動する錯体分子結晶
のアルキル置換基効果の解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【SQUID型磁化測定装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122

1035 前期 日本大学文理学部 助手 石崎　聡晴 ポリオキソメタレートを骨格
として持つ金属錯体の磁気物性 【SQUID型磁化測定装置】
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1035b 後期 日本大学文理学部 助手 石崎　聡晴 ポリオキソメタレートを骨格
として持つ金属錯体の磁気物性

【SQUID型磁化測定装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122

1036 前期 京都工芸繊維大学電気電子
工学系 准教授 今田　早紀

多段階電子遷移による高効率
光電変換実現に向けた AlN バ
ンドギャップ中電子状態の解明

【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1037 前期 群馬大学大学院理工学府 教授 浅野　素子 金属錯体の時間分解 ESRによ
る光励起構造の解明

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus

1037b 後期 群馬大学大学院理工学府 教授 浅野　素子 金属錯体の時間分解 ESRによ
る光励起構造の解明

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus

1038 前期 関西学院大学理工学部 助教 江口　大地
InP系コアシェル型ナノ結晶の
界面ポテンシャルが及ぼす励
起子素過程の調査

【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F
【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01

1038b 後期 関西学院大学理工学部 助教 江口　大地
InP系コアシェル型ナノ結晶の
界面ポテンシャルが及ぼす励
起子素過程の調査

【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F
【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01

1039 前期 愛媛大学大学院理工学研究科 教授 内藤　俊雄
光のエネルギーを蓄えること
ができる物質の光励起状態と
緩和過程の電子スピン共鳴

【電子スピン共鳴装置】

1040 前期 大阪公立大学理学研究科 准教授 河相　武利 KI 結晶中に生成した AgI ナノ
結晶の電子顕微鏡観察 【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F

1040b 後期 大阪公立大学理学研究科 准教授 河相　武利 種々の KI 結晶中に生成した
AgI ナノ結晶の電子顕微鏡観察

【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX 
Fluorolog 3-21

1041 前期 岡山大学大学院自然科学研
究科応用化学専攻 講師 押木　俊之 重合触媒として機能するタン

グステン錯体の分子構造研究

【フーリエ変換赤外分光光度計】Bruker 
IFS66v
【核磁気共鳴装置】（NMR）JEOL JNM-
ECA600

1041b 後期 岡山大学大学院自然科学研
究科応用化学専攻 講師 押木　俊之

触媒機能をもつ遷移金属錯体
の遠赤外スペクトルによる金
属ハロゲン結合の分析

【フーリエ変換赤外分光光度計】Bruker 
IFS66v

1042 前期 名城大学理工学部 教授 西山　桂 ナノサイズ発光バイオマーカー
の新規開発と細胞標識への展開

【電子顕微鏡】（SEM）JEOL JSM-6700F
【電子顕微鏡】（SEM）HITACHI SU6600
【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F

1042b 後期 名城大学理工学部 教授 西山　桂 ナノサイズ発光バイオマーカー
の新規開発と細胞標識への展開

【電子顕微鏡】（SEM）JEOL JSM-6700F
【電子顕微鏡】（SEM）HITACHI SU6600

1043 前期 豊橋技術科学大学応用化
学・生命工学系 助手 藤沢　郁英 X線結晶構造解析による新規

合成有機化合物の構造決定

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1043b 後期 豊橋技術科学大学応用化
学・生命工学系 助手 藤沢　郁英 X線結晶構造解析による新規

合成有機化合物の構造決定

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1044 前期 東京大学物性研究所 助教 藤野　智子
中性－イオン性の境界領域に
位置する交互積層型電荷移動
錯体の磁性評価

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1044b 後期 東京大学物性研究所 助教 藤野　智子
ドープ型 PEDOT の単結晶オ
リゴマーモデルの磁性におけ
る共役系拡張効果

【電子スピン共鳴装置】

1045 前期 和歌山大学システム工学部 准教授 秋元　郁子
バレー自由度をもつ光注入
キャリアの磁場下マイクロ波
共鳴によるダイナミクス研究

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
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1045b 後期 和歌山大学システム工学部 准教授 秋元　郁子
バレー自由度をもつ光注入
キャリアの磁場下マイクロ波
共鳴によるダイナミクス研究

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680

1046 後期 高知大学教育研究部自然科
学系理工学部門 准教授 藤代　史

鉄含有ペロブスカイト型酸化
物の酸素放出挙動と結晶構造
変化の相関解明

【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean

1047 前期 広島大学大学院先進理工系
科学研究科 教授 井上　克也 キラル磁性体の磁気物性 【電子スピン共鳴装置】

【SQUID型磁化測定装置】

1047b 後期 広島大学大学院先進理工系
科学研究科 教授 井上　克也 キラル磁性体の磁気物性 【電子スピン共鳴装置】

【SQUID型磁化測定装置】

1048 前期
理化学研究所放射光科学研
究センターレーザー駆動電
子加速技術開発グループ

グループ
リーダー 平等　拓範

新奇レーザーセラミックスの
作製プロセスに関する学術基
盤構築

【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean

1048b 後期
理化学研究所放射光科学研
究センターレーザー駆動電
子加速技術開発グループ

グループ
リーダー 平等　拓範

新奇レーザーセラミックスの
作製プロセスに関する学術基
盤構築（II）

【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122

1049 前期 埼玉大学大学院理工学研究科 助教 長嶋　宏樹 三重項状態アントラキノン誘
導体の磁気パラメーターの決定

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】

1049b 後期 埼玉大学大学院理工学研究科 助教 長嶋　宏樹 三重項状態アントラキノン誘
導体の磁気パラメーターの決定

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】

1050 前期 山形大学大学院理工学研究科 准教授 有馬　ボシー
ルアハンマド

YFeO3 ナノ粒子の磁化に関す
る研究 【SQUID型磁化測定装置】

1050b 後期 山形大学大学院理工学研究科 准教授 有馬　ボシー
ルアハンマド

金属ドープ型 BiFeO3 ナノ粒
子の磁性に関する研究 【SQUID型磁化測定装置】

1051 前期 福井大学学術研究院工学系
部門 講師 内藤　順也 キラルな大環状分子のゲスト

包接と光学特性との相関解明

【熱分析装置】MicroCal iTC200
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01
【円二色性分散計】JASCO J-1500

1052 前期 名古屋大学低温プラズマ科
学研究センター 教授 石川　健治

E580 イメージングユニット
を利用した低温プラズマ - マテ
リアルインフォマティクス

【電子スピン共鳴装置】

1053 前期 大同大学電気電子工学科 教授 橋本　雄一 液相合成法を用いたダイヤモ
ンド様炭素膜の作製

【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1054 後期 名城大学理工学部 教授 永田　央 二酸化炭素還元を指向した金
属錯体の合成と構造解析

【単結晶Ｘ線回折装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1055 後期 生理学研究所心理生理学研
究部門 准教授 福永　雅喜 生体に含まれる脂質分析のた

めの脂肪酸NMR情報の収集
【核磁気共鳴装置】（NMR）JEOL JNM-
ECA600

1056 後期 名古屋工業大学大学院工学
系研究科 准教授 小野　晋吾

炭化水素中でのレーザー照射
による金属表面への硬質炭化
物被膜形成

【Ｘ線光電子分光】VG SCIENTA R4000L1, 
MX-650
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21

1057 後期 名古屋工業大学先進セラ
ミックス研究センター 教授 安達　信泰

マグネシウムフェライ薄膜お
よびその置換系の強磁性に関
する研究

【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1058 前期 法政大学生命科学部 教授 緒方　啓典 触媒機能をもつ薄膜材料の構
造および物性評価

【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【電子スピン共鳴装置】
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122
【MALDI-TOF質量分析計】Bruker microfl ex 
LRF
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS
【SQUID型磁化測定装置】
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1058b 後期 法政大学生命科学部 教授 緒方　啓典
エネルギー変換への応用のた
めのナノマテリアル薄膜の構
造および物性評価

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【粉末X線回折装置】Rigaku RINT-UltimaIII
【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】
【熱分析装置】MicroCal VP-DSC
【熱分析装置】Rigaku DSC8231/TG-
DTA8122
【MALDI-TOF 質量分析計】Bruker 
microfl ex LRF
【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21
【紫外・可視・近赤外分光光度計】Shimadzu 
UV-3600Plus
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01
【円二色性分散計】JASCO J-1500
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS

1059 後期 愛媛大学大学院理工学研究科 准教授 白旗　崇 有機π電子系化合物を成分と
する有機電子材料の構造と物性

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【SQUID型磁化測定装置】
【MALDI-TOF質量分析計】Bruker microfl ex 
LRF

1060 後期 愛媛大学大学院理工学研究科 大学院生 藤崎　真広 キラリティーを有する分子性
導体の物性研究

【SQUID型磁化測定装置】
【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【MALDI-TOF 質量分析計】Bruker 
microfl ex LRF

1061 前期 新潟大学研究推進機構 准教授 古川　貢
ドナー・アクセプター型光誘
起複合機能物質群のメカニズ
ム解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1061b 後期 新潟大学研究推進機構 准教授 古川　貢
ドナー・アクセプター型光誘
起複合機能物質群のメカニズ
ム解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC
【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1062 前期 早稲田大学理工学術院 教授 井村　考平 金およびSi ナノ粒子集合体の
光学特性の解明

【電子顕微鏡】（SEM）JEOL JSM-6700F
【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01

1065 前期 北海道大学理学研究院 教授 河本　充司
有機伝導体β″-（BEDT-TTF）2Hg
（SCN）2Cl の低温電荷秩序状態
の構造の解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1065b 後期 北海道大学理学研究院 教授 河本　充司
有機伝導体β″-（BEDT-TTF）2Hg
（SCN）2Cl の低温電荷秩序状態
の構造の解明

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1066 前期 熊本大学大学院先端科学研
究部 准教授 上田　顕

双性イオン構造を有する新規
純有機中性ラジカル伝導体の
磁気的性質の解明 -III

【SQUID型磁化測定装置】

1067 前期 京都大学大学院理学研究科
化学専攻 准教授 小板谷　貴典

超酸化物不均化反応活性を有
する金属－有機構造体触媒の
電子状態評価

【Ｘ線光電子分光】VG SCIENTA R4000L1, 
MX-650

1070 後期 新潟大学研究推進機構 准教授 古川　貢 アドバンスド ESR法による植
物性食品による環境計測

【電子スピン共鳴装置】Bruker E680
【電子スピン共鳴装置】

1071 後期 日本大学文理学部 教授 周　彪
強い水素結合相互作用をもつ
新規分子性伝導体の合成と物
性研究

【SQUID型磁化測定装置】
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1072 後期 神戸大学大学院工学研究科 助教 堀家　匠平 有機色素の光学特性に関する
研究

【絶対PL量子収率測定装置】HAMAMATSU 
Quantaurus-QY C11347-01
【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS
【蛍光分光光度計】HORIBA SPEX Fluorolog 
3-21

1074 後期 大阪工業大学工学部 准教授 平郡　諭 バリウム黒鉛層間化合物の磁
化率

【オペランド多目的Ｘ線回折装置】
Panalytical Empyrean
【SQUID型磁化測定装置】

1076 後期 東京工業大学理学院化学系 博士研究員 榊原　教貴 ハイブリッド光触媒における
Ag担持効果の解明 【電子スピン共鳴装置】

1077 後期 愛媛大学理工学研究科 准教授 山本　貴 κ－（BEST）2Cu2CN3 のラマ
ンスペクトル

【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1078 後期 愛媛大学理工学研究科 准教授 山本　貴
金属相と超伝導相の境界に位
置するβ"－型 BEDT-TTF 塩
の格子揺らぎの探索

【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1079 後期 神戸大学大学院理学研究科 教授 大西　洋 超薄層半導体光触媒の透過電
子顕微鏡による計測評価 【電子顕微鏡】（TEM）JEOL JEM-2100F

1080 後期 名古屋工業大学大学院工学
研究科 教授 小澤　智宏

新規 N3S3 型 Fe（III）錯体に
よるメタノール酸化反応の中
間体および活性種の解明

【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1081 後期 防衛大学校機能材料工学科 教授 阿部　洋 イオン液体のコンフォメー
ションと非対称性アニオン効果

【顕微ラマン分光装置】RENISHAW inVIA 
Refl ex

1082 後期 島根大学大学院総合理工学
研究科 准教授 池上　崇久

電子供与基を有するチオール
を配位させた非平面ポルフィ
リン鉄（III）錯体の磁気的性質

【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1083 後期 名古屋市立大学大学院薬学
研究科 教授 樋口　恒彦 ヘム－カルコゲナート錯体の

物性・化学研究
【電子スピン共鳴装置】
【SQUID型磁化測定装置】

1084 後期 愛知教育大学教育学部 准教授 日野　和之 6-chloro-2,4-dinitroaniline
会合体の特異な発光過程の研究

【ピコ秒レーザー】Millennia-Tsunami, 
TITAN-TOPAS

1087 後期
産業技術総合研究所計量標
準総合センター　分析計測
標準研究部門

研究員 山口　英俊 放射線照射されたアラニン中
のラジカル数の定量 【SQUID型磁化測定装置】

1088 後期 新居浜工業高等専門学校生
物応用化学科 准教授 橋本　千尋

ポリN- イソプロピルアクリル
アミドのダイマー水溶液の温
度誘起型相分離現象の解明

【熱分析装置】MicroCal VP-DSC

1089 後期 名古屋大学大学院理学研究
科理学専攻 特任助教 水津　理恵

強磁性 /反強磁性分子間相互作
用をもつ Galvinoxyl radical
の低温相の構造決定

【単結晶Ｘ線回折装置】（微小結晶用）
Rigaku HyPix-AFC

1090 後期 神戸大学大学院農学研究科 准教授 木村　行宏 Ca結合型光合成タンパク質に
おける耐熱化メカニズムの解明

【熱分析装置】MicroCal VP-DSC
【熱分析装置】MicroCal PEAQ-ITC
【熱分析装置】MicroCal iTC200

1091 後期 慶應義塾大学大学院理工学
研究科 大学院生 小島　知也 シグナル伝達に伴うベシクル

型人工細胞組織の集団挙動発現
【熱分析装置】MicroCal PEAQ-ITC
【熱分析装置】MicroCal iTC200

1092 後期 東京大学大学院工学系研究
科　応用化学専攻 特任助教 中間　貴寛 巨大中空錯体に内包されたタ

ンパク質の構造解析

【MALDI-TOF 質量分析計】Bruker 
microfl ex LRF
【円二色性分散計】JASCO J-1500

【機器の表記について】
　◎【SQUID型磁化測定装置】 ：　Quantum Design MPMS-7　または　MPMS-XL7
　◎【電子スピン共鳴装置】 ：　Bruker EMX Plus　または　E500　または　E580
　◎【単結晶Ｘ線回折装置】 ：　Rigaku MERCURY CCD-1・R-AXIS IV　または　Rigaku MERCURY CCD-2
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９．設備利用状況

2022年度設備利用状況
（2022.4.1 ～ 2023.3.31）

設備名 利用グループ数 利用日数 実利用日数
所外利用 所内利用 合計 所外利用 所内利用 合計

電子顕微鏡
SEM ／ JSM-6700F 1 1 2 6 1 7 7
SEM ／ SU6600 3 10 13 36 141 177 151
TEM ／ JEM-2100F 6 3 9 54 15 69 69

走査プローブ顕微鏡
Dimension XR Icon Nanoelectrical 9 7 16 81 157 238 237
Dimension XR Icon Nanoelectrochemical 8 5 13 158 61 219 217

単結晶X線回折装置
MERCURY CCD-1 7 0 7 51 0 51 50
MERCURY CCD-2 6 1 7 51 1 52 51
Rigaku HyPix-AFC 9 2 11 53 37 90 84

結晶スポンジ法X線回折装置
Rigaku SuperNova 他 1 0 1 21 0 21 14

粉末・薄膜X線回折装置
RINT-UltimaIII 1 0 1 1 0 1 11
Panalytical Empyrean 7 4 11 42 25 67 65

X線溶液散乱測定装置
NANO-Viewer 2 1 3 21 9 30 15

電子分光装置
機能性材料バンド構造顕微分析システム(ARUPS) 1 1 2 10 50 60 53
XPS ／ VG Scienta R4000L1 5 1 6 124 3 127 127

電子スピン共鳴 (ESR) 装置
EMX Plus 16 1 17 105 25 130 127
E500 13 3 16 55 5 60 60
E580 1 0 1 16 0 16 16
E680 13 2 15 153 0 153 152

SQUID型磁化測定装置
MPMS-7 18 3 21 227 34 261 228
MPMS-XL7 21 2 23 308 18 326 274

熱分析装置
VP-DSC 3 0 3 11 0 11 11
PEAQ-ITC 4 4 8 12 41 53 53
iTC200 1 0 1 8 0 8 8
Rigaku DSC8231/TG-DTA8122 7 2 9 24 6 30 30

質量分析計
Bruker microfl ex LRF 3 5 8 27 146 173 146

所内 JEOL JMS777V 3 3 13 13 13
所内 ESI-TOF 型　Bruker maXis 2 2 7 7 7
顕微ラマン分光装置

RENISHAW inVIA Refl ex 8 3 11 45 25 70 67
フーリエ変換赤外（FTIR）分光光度計

IFS 66v/S 2 1 3 6 2 8 8
蛍光分光光度計

SPEX Fluorolog 3-21 4 5 9 41 19 60 59
紫外・可視・近赤外分光光度計

UV-3600 Plus 5 5 10 17 20 37 35
絶対PL 量子収率測定装置

Quantaurus-QY C11347-01 3 3 6 23 19 42 40
円二色性分散計

J-1500 2 5 7 6 37 43 39
ピコ秒レーザー

Millennia-Tsunami, TITAN-TOPAS 4 3 7 13 14 27 27
核磁気共鳴（NMR）装置

AVANCE600（固体） 2 1 3 504 76 580 290
JNM-ECA600 3 5 8 28 31 59 52

所内 JNM-ECS400 5 5 913 913 270
有機微量元素分析装置
所内 MICRO CORDER JM10 2 2 24 24 21
ICP 発光分光分析装置
所内 Agilent 5110 ICP-OES 3 3 18 18 18
超伝導磁石付希釈冷凍機
所内 Kelvinox 400 0 0 0 0 0
真空型グローブボックス

UNICO ／ UN-12L 0 1 1 0 2 2 2

低温冷媒供給設備
供給量

液体ヘリウム（L） 液体窒素（L） 窒素ガス（m3）
明大寺地区 47,622.0 27,600.2 
山手地区 3,575.9 14,215.5 1,936.0 

※所内利用に協力研究等の所外研究者を含む場合もあり
※利用日数：同日の重複利用も含む
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H.M. YAMAMOTO, “Giant spin polarization and a pair of antiparallel spins in a chiral superconductor,” 
Nature 613, 479-484 (2023).

2. T. NAKAMA, A. ROSSEN, R. EBIHARA, M. YAGI-UTSUMI, D. FUJITA, K. KATO, S. SATO, M. 
FUJITA, “Hysteresis behavior in the unfolding/refolding processes of a protein trapped in metallo-cages,” 
Chem. Sci. 14, 2910-2914 (2023).

3. F. KUMAKI, M. NAGASAKA, R. FUKAYA, Y. OKANO, S. YAMASHITA, S. NOZAWA, S.-I. ADACHI, 
J.-I. ADACHI, “Operando time-resolved soft x-ray absorption spectroscopy for photoexcitation processes of 
metal complexes in solutions,” J. Chem. Phys. 158, 104201 (2023).

4. S. YANAKA, H. YAGI, R. YOGO, M. ONITSUKA, K. KATO, “Glutamine-free mammalian expression of 
recombinant glycoproteins with uniform isotope labeling: an application for NMR analysis of pharmaceutically 
relevant Fc glycoforms of human immunoglobulin G1,” J. Biomol. NMR 76(1-2), 17-22 (2022).

5. H. YAGI, E. AMAGASA, M. SHIOTA, I.YAMADA, K.F. AOKI-KINOSHITA, K. KATO, “GALAXY 
ver3: Updated web application for glycosylation profi ling based on 3D HPLC map,” Glycobiology 32(8), 646-
650 (2022).

6. F. UMEZAWA, M. NATSUME, S. FUKUSADA, K. NAKAJIMA, F. YAMASAKI, H. KAWASHIMA, C.-
W. KUO, K.-H. KHOO, T. SHIMURA, H. YAGI, K. KATO, “Cancer Malignancy Is Correlated with 
Upregulation of PCYT2-Mediated Glycerol Phosphate Modification of α-Dystroglycan,” Int. J. Mol. Sci. 
23(12), 6662 (2022).

7. T. SAITO, H. YAGI, C.-W. KUO, K.-H. KHOO, K. KATO, “An embeddable molecular code for Lewis X 
modifi cation through interaction with fucosyltransferase 9,” Commun. Biol. 5(1), 676 (2022).

8. S. YANAKA, R. YOGO, H. YAGI, M. ONITSUKA, N. WAKAIZUMI, Y. YAMAGUCHI, S. 
UCHIYAMA, K. KATO, “Negative interference with antibody-dependent cellular cytotoxicity mediated by 
rituximab from its interactions with human serum proteins,” Front. Immunol. 14, 1090898 (2023).

9. T. MATSUMARU, K. SAKURATANI, S. YANAKA, K. KATO, S. YAMASAKI, Y. FUJIMOTO, “Fungal 
β-Mannosyloxymannitol Glycolipids and Their Analogues: Synthesis and Mincle-Mediated Signaling 
Activity,” Eur. J. Org. Chem. 2022(20), 9 (2022).

10. Y. YOSHIDA, T. SATOH, C. OTA, S. TANAKA, D.D. HORIKAWA, M. TOMITA, K. KATO, K. 
ARAKAWA, “Time-series transcriptomic screening of factors contributing to the cross-tolerance to UV 
radiation and anhydrobiosis in tardigrades,” BMC Genomics 23(1), 405 (2022).

11. K. KONDO, Y. HARADA, M. NAKANO, T. SUZUKI, T. FUKUSHIGE, K. HANZAWA, H. YAGI, K. 
TAKAGI, K. MIZUNO, Y. MIYAMOTO, N. TANIGUCHI, K. KATO, T. KANEKURA, N. DOHMAE, 
K. MACHIDA, I. MARUYAMA, H. INOUE, “Identification of distinct N-glycosylation patterns on 
extracellular vesicles from small-cell and non–small-cell lung cancer cells,” J. Biol. Chem. 298(6), 101950 
(2022).

12. R. HASHIMOTO, M. MINOSHIMA, S. SAKATA, F. ONO, H. ISHII, Y. WATAKABE, T. NEMOTO, S. 
YANAKA, K. KATO, K. KIKUCHI, “Effi  cient visible/NIR light-driven uncaging of hydroxylated thiazole 
orange-based caged compounds in aqueous media,” Chem. Sci. 13(25), 7462-7467 (2022).
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13. S.G. ITOH, M. YAGI-UTSUMI, K. KATO, H. OKUMURA, “Key Residue for Aggregation of Amyloid-β 
Peptides,” ACS Chem. Neurosci. 13(22), 3139-3151 (2022).

14. S. YANAKA, M. YAGI-UTSUMI, K. KATO, K. KUWAJIMA, “The B domain of protein A retains residual 
structures in 6 M guanidinium chloride as revealed by hydrogen/deuterium-exchange NMR spectroscopy,” 
Protein Sci. 32(3), e4569 (2023).

15. K. KATO, T. YAMAGUCHI, M. YAGI-UTSUMI, “Experimental and computational characterization of 
dynamic biomolecular interaction systems involving glycolipid glycans,” Glycoconjugate J. 39(2), 219-228 
(2022).

16. K. KUWAJIMA, M. YAGI-UTSUMI, S. YANAKA, K. KATO, “DMSO-Quenched H/D-Exchange 2D 
NMR Spectroscopy and Its Applications in Protein Science,” Molecules 27(12), 3748 (2022).

17. M. YAGI-UTSUMI, K. KATO, “Conformational Variability of Amyloid-β and the Morphological Diversity 
of Its Aggregates,” Molecules 27(15), 4787 (2022).

18. Y. YAMAGUCHI, T. YAMAGUCHI, K. KATO, “Structural Analysis of Oligosaccharides and 
Glycoconjugates Using NMR,” Advances in Neurobiology 29, 163-184 (2023).

19. M. YAMAGISHI, S. HORIKE, Y. KOSHIBA, A. MORI, K. ISHIDA, “Broadband absorption and light-
energy transfer in a phenyl-core thiophene dendrimer with multiple π-conjugations,” Mol. Syst. Des. Eng. 8(2), 
189-194 (2023).

20. T. ASAJI, B. ZHOU, M. NOGUCHI, H. FUJIMORI, “Reorientation of DABCO (1,4-diazabicyclo[2.2.2]
octane) in hydrogen-bonded 1:2 molecular complexes DABCO-2(SBA) with substituted benzoic acids SBA,” 
Journal of Molecular Structure 1274, 134506 (2023).

21. T. SHIRAHATA, S. KOHNO, K. FURUTA, S. KATAYAMA, K. SUZUKI, T. KAWAMOTO, T. MORI, Y. 
MISAKI, “Organic Molecular Conductors Based on Tetramethyl-TTP: Structural and Electrical Properties 
Modulated by the Anion Size and Shape,” Inorg. Chem. 61(20), 7754-7764 (2021).
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-),” Bull. Chem. Soc. Jpn. 96(1), 35-41 (2023).
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Copper Substrate,” Micromachines 14(1), 185 (2023).
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